



































































































































































































































































































































































































































氏　名 職　名 担当開始日 研究科名 専　攻　名 講　座　名
寺山　恭輔 教　授　 H31.4.1 文学研究科 広域文化学 西洋文化学
辻森　　樹 教　授 H27.9.1 理学研究科 地　　学 ―
平野　直人 准教授　 H21.6.1 理学研究科 地　　学 ―
後藤　章夫 助　教　 H11.8.1 理学研究科 地　　学 ―
宮本　　毅 助　教　 H12.4.1 理学研究科 地　　学 ―
工藤　純一 教　授　 H8.4.1 情報科学研究科 情報基礎科学 広域情報処理論
千葉　　聡 教　授 H25.4.1 生命科学研究科 生態システム生命科学 地域生態学
平野　尚浩 助　教　　R1.10.1 生命科学研究科 生態システム生命科学 地域生態学
佐藤　源之 教　授　 H15.4.1 環境科学研究科 先進社会環境学 環境応用政策学
菊田　和孝 助　教 H29.10.1 環境科学研究科 先進社会環境学 環境応用政策学
瀬川　昌久 教　授　 H15.4.1 環境科学研究科 先端環境創成学 東北アジア地域社会論
上野　稔弘 准教授　 H15.4.1 環境科学研究科 先端環境創成学 東北アジア地域社会論
高倉　浩樹 教　授　 H15.4.1 環境科学研究科 先端環境創成学 東北アジア地域社会論
明日香壽川 教　授　 H15.4.1 環境科学研究科 先端環境創成学 東北アジア地域社会論
石井　　敦 准教授　 H17.4.1 環境科学研究科 先端環境創成学 東北アジア地域社会論
岡　　洋樹 教　授　 H15.4.1 環境科学研究科 先端環境創成学 東北アジア地域文化論













































































































































































































































































































































（A）  教員等の配置、研究組織構成状況（2020年₃月現在） 
























教　授 2013.4- 寺山　恭輔 ロシア・ソ連史、日露・日ソ関係史
教　授 2013.4- 高倉　浩樹 社会人類学、シベリア民族誌




教　授 2006.4- 岡　　洋樹 東洋史、モンゴル史
教　授 2019.4- 佐野　勝宏 先史考古学、実験考古学
准教授 1997.4- 柳田　賢二 言語学、ロシア語学、言語接触の研究
中国研究
教　授 1996.5- 瀬川　昌久 文化人類学、華南地域研究
教　授 2004.4- 明日香壽川 環境政策論
准教授 2001.4- 上野　稔弘 中国現代史、中国民族学
日本・朝鮮
半島研究
准教授 2004.10- 石井　　敦 国際関係論、科学技術社会学
准教授 2018.4- デレーニ　アリーン 文化人類学、日本民族誌、沿岸文化
助　教 1997.5- 宮本　　毅 火山岩岩石学、火山地質学
地域生態系
研究
教　授 2013.4- 千葉　　聡 生態学、保全生物学、進化生物学
助　教 2019.10- 平野　尚浩 進化生態学、軟体動物学、古生物学
地球化学
研究分野
教　授 2015.9- 辻森　　樹 地質学、変成岩岩石学
准教授 2013.4- 平野　直人 地質学、岩石・鉱物・鉱床学、地球宇宙科学




科学研究 教　授 2001.4- 工藤　純一 環境情報学、デジタル画像理解学
資源環境
科学研究
教　授 1997.4- 佐藤　源之 電磁波応用工学 
















特任助教 2019.4- 金　　　丹 環境経済、地域研究
災害人文学
研究ユニット
助　教 2018.4- 福田　　雄 社会学、災害研究
















准教授 2012.4- 荒武賢一朗 日本近世・近代史
助　教 2018.10- 藤方　博之 日本近世史、家族史、武家社会論
助　教 2019.4- 野本　禎司 歴史学、日本近世史、地域史
－ 22－




















（B）   現職専任教員等の年齢、勤続年数、博士号取得状況（2020年₃月31日現在）
（C）  専任教員の最終出身大学院（2020年₃月31日現在）





















副センター長 千葉　　聡 研究推進事業の企画 ･ 立案、国内外の研究
者との研究連携支援
助教 内藤　寛子









准教授 2012.4- 荒武賢一朗 日本近世・近代史
助教 2012.4-2019.3 高橋　陽一 日本史、近世旅行史
助教 2013.10-2018.9 友田　昌宏 日本近代政治史
助教 2018.10- 藤方　博之 日本近世史、家族史、武家社会論
助教 2019.4- 野本　禎司 歴史学、日本近世史、地域史
区　　　　分 教　　授 准　教　授 助教・助手
教員の平均年齢　　　（2020年３月現在） 56.9歳 46.4歳 41.5歳
教員の平均勤続年数　（2020年３月現在） 12年６ヶ月 12年４ヶ月 ５年６ヶ月
博士号取得者数　　　（2020年３月現在） 10人 ３人 10人
















































矢口　啓朗 2019.4.1 ～　　2020.3.31 20世紀ユーラシア史研究ユニット 上野　稔弘
山崎　大志 2019.4.1 ～　　2020.3.31 地域生態系研究分野 千葉　　聡
井上　瑠菜 2019.4.1 ～　　2020.3.31 上廣歴史資料学研究部門 荒武賢一朗
大野ゆかり 2019.10.1 ～　　2020.3.31 研究支援部門 岡　　洋樹
－ 24－
（F）  外国人研究員（海外）受け入れ状況　　 ※太字が本年度招聘者
〔氏名／在任期間：所属〕
カザンツェフ，セルゲイ・V. ／ 1996.10.1 ～ 1996.12.31
　　：ロシア、ロシア科学アカデミーシベリア支部　経済産業技術研究所副所長
石　昌渝（セキ　ショウユ）／ 1997.1.1 ～ 1997.6.30
　　：中国、中国社会科学院大学院教授
オチル，アユーダイ／ 1997.10.1 ～ 1998.3.31
　　：モンゴル、モンゴル科学アカデミー歴史研究所所長
李　仁遠（リ　インウォン）／ 1997.12.1 ～ 1998.3.31
　　：韓国、韓国弘益大学校都市土木工学科教授
セリベルストフ，ビァチェスラフ／ 1998.4.1 ～ 1998.6.30
　　：ロシア、ロシア科学アカデミーシベリア支部経済・産業管理技術研究所副所長
スミルノワ，タマラ／ 1998.5.1 ～ 1998.8.31
　　：ロシア、ロシア科学アカデミーシベリア支部　無機化学研究所主任研究員
許　志宏（キョ　シコウ）／ 1998.8.1 ～ 1998.11.30
　　：中国、中国科学院冶金研究所　上級教授
ゲレル，オチル／ 1998.9.1 ～ 1998.12.25
　　：モンゴル、モンゴル技術大学教授
朴　星來（パク　ソンネ）／ 1999.1.1 ～ 1999.3.31
　　：韓国、韓国外国語大学校人文大学史学科教授
クズネツォフ，フョードル，A. ／ 1999.1.1 ～ 1999.3.31
　　：ロシア、ロシア科学アカデミーシベリア支部　無機化学研究所長
劉　世徳（リュウ　セトク）／ 1999.4.10 ～ 1999.7.9
　　：中国、中国社会科学院文学研究所教授
イワノフ，ヴィクトル／ 1999.5.1 ～ 1999.8.31
　　：ロシア、ロシア科学アカデミー極東支部　火山研究所教授
朝　克（チョウ　コク）／ 1999.8.1 ～ 1999.10.31
　　：中国、中国社会科学院民族研究所教授
セナラス，ユダヤ　ガミニ／ 1999.9.1 ～ 1999.11.30
　　：スリランカ、モラツワ大学上級講師
鄭　在貞（チョン　ジェジョン）／ 1999.12.2 ～ 2000.3.5
　　：韓国、ソウル市立大学校教授
ブラック，ジョン　アンドルー／ 1999.12.1 ～ 2000.3.31
　　：オーストラリア、ニューサウスウェールズ大学教授
キム・レチュン／ 2000.4.1 ～ 2000.6.30
　　：ロシア、ロシア科学アカデミー世界文学研究所主席研究員
モシキン，ミハイル／ 2000.4.1 ～ 2000.7.31
　　：ロシア、ロシア科学アカデミーシベリア支部　動物分類・生態学研究所教授
李淵昊（ソ　ヨノ）／ 2000.7.1 ～ 2000.9.30
　　：韓国高麗大学教授
イローヒン，ゲナディ／ 2000.8.1 ～ 2000.11.30
－ 25 －
　　：ロシア、ロシア科学アカデミーシベリア支部
確精扎布（チョイジンジャブ）／ 2000.10.1 ～ 2001.1.15
　　：中国内蒙古大学教授
高　哲煥　（コー　チュルワン）／ 2000.12.1 ～ 2001.2.28
　　：韓国、ソウル大学校海洋学部教授
馬　建釗（マー　チエンチャオ）／ 2001.2.10 ～ 2001.5.31
　　：中国広東省民族研究所所長
劉嘉麒（リュー　ジャーチ）／ 2001.4.1 ～ 2001.6.30
　　：中国科学院地質学地球物理学研究所所長
タマーラ　エセノヴァ／ 2001.6.1 ～ 2001.9.15
　　：ロシアカルムイク国立大学
ミカエル　エポフ／ 2001.7.1 ～ 2001.10.31
　　：ロシア科学アカデミーシベリア支部地球物理科学研究所副所長
恩和巴図／ 2001.9.16 ～ 2002.2.28
　　：内蒙古大学蒙古語文研
Dendevin Badarch ／ 2001.11.1 ～ 2002.2.14
　　：モンゴル科学技術大学学長
Victor Okurgin ／ 2002.2.15 ～ 2002.6.14
　　：ロシア科学アカデミー極東支部　火山学研究所
鄭　永振／ 2002.3.31 ～ 2002.8.31
　　：中国延辺大学・渤海史研究所教授
Fan-Niang Kong ／ 2002.6.15 ～ 2002.10.14
　　：ノルウエー土木研究所
アレクセイ A. キリチェンコ／ 2002.9. 1 ～ 2003.1.10
　　：ロシア科学アカデミー東洋学研究所
ウラジミール　ロマノビッチ　ベロスロドフ／ 2002.10.15 ～ 2003.2.14
　　：ロシア科学アカデミーシベリア支部　無機化学研究所教授
王満特嘎／ 2003.1.11 ～ 2003.5.14
　　：モンゴル中央民族大学言語学院　蒙古語言文学部
Wolfgang-Martin Boerner ／ 2003.2.17 ～ 2003.6.14
　　：イリノイ大学シカゴ校教授
ツイムジト　プルブエワ　ワンチコワ／ 2003.5.16 ～ 2003.9.30
　　：ロシア科学アカデミーシベリア支部モンゴル学チベット学仏教学研究所
金　旭／ 2003.6.15 ～ 2003.10.14
　　：中国吉林大学・地球探測科学興技術学院教授
朴　承憲／ 2003.10.1 ～ 2004.1.31
　　：中国・延辺大学東北亜研究院院長
レオポルド　イサク チェルニャフスキー／ 2003.11.10 ～ 2004.2.29
　　：ロシア科学アカデミーシベリア支部　無機化学研究所情報研究部部長
ネリー　レシチェンコ／ 2004.2.2 ～ 2004.5.31
　　：ロシア科学アカデミー東洋学研究所・上級研究員
－ 26－
サンドラ　ジェロニモ　カテーン／ 2004.3.7 ～ 2004.6.30
　　：フイリピン大学国立地質学研究所助教授
S. V. Rasskazov ／ 2004.7.1 ～ 2004.10.31
　　：イルクーツク州立大学教授
尹　豪／ 2004.6.1 ～ 2004.9.30
　　：吉林大学東北亜研究院・副院長
ミン・ビョンウク／ 2004.10.1 ～ 2005.2.10
　　：釜山大学校師範大学国語教育科教授
ウラジミール　ロマノビッチ　ベロスロドフ／ 2004.11.1 ～ 2005.2.28
　　：ロシア科学アカデミーシベリア支部無機化学研究所固体統計熱力学研究部門教授
フグジルト／ 2005.2.11 ～ 2005.5.31
　　：内蒙古大学教授　兼副学長
A. Yurlov ／ 2005.3.1 ～ 2005.6.30
　　：ロシア科学アカデミーシベリア支部動物分類学生態学研究所主任研究員
銭　杭（チエン・ハン）／ 2005.6.1 ～ 2005.9.30
　　：中国　上海社会科学院歴史研究所研究員
金　喜俊／ 2005.7.1 ～ 2005.10.31
　　：釜山大学教授
S. A. Papkov ／ 2005.10.1 ～ 2006.1.31
　　：ロシア科学アカデミーシベリア支部歴史研究所上級研究員
金　亜秋／ 2005.11.1 ～ 2006.2.28
　　：中国　復旦大学教授
S. Bouterey ／ 2006.2.13 ～ 2006.6.30
　　：カンタベリー大学言語文化学部助教授・学部長
N. Yurlova ／ 2006.3.1 ～ 2006.6.30
　　：ロシア科学アカデミーシベリア支部動物分類学生態学研究所上級研究員
魏　海泉／ 2006.7.1 ～ 2006.10.31
　　：中国　地震局地質研究所副研究員
S. Formanek ／ 2006.7.17 ～ 2006.11.30
　　：オーストリア国立学術アカデミーアジア文化・思想史研究所上級研究員
劉　財／ 2006.11.3 ～ 2007.2.28
　　：中国　吉林大学教授・地球探測科学与技術学院長、地球物理研究所長
ダシダワー，チョローン／ 2006.12.2 ～ 2007.3.15
　　：モンゴル科学アカデミー歴史研究所長
L. Kondrashov ／ 2007.3.13 ～ 2007.6.30
　　：ロシア　ハバロフスク州立自然環境管理訓練所長
ツォルモン，ソドノム／ 2007.3.16 ～ 2007.6.30
　　：モンゴル科学アカデミー歴史研究所　シニア・サイエンティスト
Ignatyeva Vanda ／ 2007.7.1 ～ 2007.9.30
　　：ロシア　サハ共和国アカデミー人文科学研究所政治学社会学部門部長
Belosludov Vladimir ／ 2007.7.2 ～ 2007.10.31
－ 27 －
　　：ロシア科学アカデミーシベリア支部無機化学研究所教授
特木爾巴根／ 2007.10.1 ～ 2008.1.15
　　：中国　内蒙古師範大学蒙古語言文学研究所教授
Voytishek Elena ／ 2007.11.5 ～ 2008.2.29
　　：ロシア　ノボシビルスク国立大学准教授
Yadrenkina Elena ／ 2008.1.16 ～ 2008.5.15
　　：ロシア科学アカデミーシベリア支部動物分類学生態学研究所上級研究員
白音門徳／ 2008.3.1 ～ 2008.6.30
　　：中国　内蒙古大学蒙古言語研究所教授
Jan Olof Svantesson ／ 2008.5.19 ～ 2008.8.31
　　：スウェーデン　ルンド大学教授
飯坂　譲二／ 2008.7.1 ～ 2008.10.31
　　：カナダ　ビクトリア大学地理学科教授
布仁巴図／ 2008.9.1 ～ 2009.1.15
　　：中国　内蒙古大学蒙古学学院教授
Black John Andrew ／ 2008.11.1 ～ 2009.3.31
　　：オーストラリア　シドニー大学建築、設計計画学部教授
Stammler Florian ／ 2009.1.16 ～ 2009.7.15
　　：フィンランド　ラップランド大学北極センター上級研究員
Dubinina Nina ／ 2009.4.1 ～ 2009.6.30
　　：ロシア　ハバロフスク国立教育大学教授
Dashi D. Darizhapov ／ 2009.7.1 ～ 2009.12.31
　　：ロシア科学アカデミー・シベリア支部ブリヤート科学センター物理学部リモートセンシング
　　　研究室長
Erdene Purevjav ／ 2009.8.1 ～ 2009.11.30
　　：モンゴル科学アカデミー言語文化研究所言語研究部門主任
嘎日迪／ 2009.12.1 ～ 2010.3.31
　　：内蒙古師範大学蒙古学学院教授
曺三相／ 2010.1.1 ～ 2010.5.31
　　：韓国　釜山大学韓国研究所 研究員
Boyakova Sardana ／ 2010.4.11 ～ 2010.7.15
　　：ロシア　ロシア科学アカデミーシベリア支部人文学・北方民族問題研究所　20-21世紀歴史
　　　学部門部長
朴慶洙／ 2010.6.1 ～ 2010.8.30
　　：韓国　江陵大学校人文大学日本学科教授
那順烏日図／ 2010.8.1 ～ 2010.11.30
　　：中国　内蒙古大学蒙古学学院教授
李晶／ 2010.9.1 ～ 2011.1.31
　　：中国　広東海洋大学外国語学院教授
ウラジミール・ヤクボフ／ 20010.12.1 ～ 2011.3.31
　　：ロシア　トムスク国立大学教授
－ 28－
セルゲイ・ソコロフ／ 2011.2.1 ～ 2011.2.28
　　：ロシア科学アカデミー地質研究所教授・所長代理
金　旭／ 2011.3.1 ～ 2011.6.30
　　：中国　吉林大学教授
哈斯巴特爾／ 2011.6.1 ～ 2011.9.30
　　：中国　黒竜江大学・教授
Boerner Wolfgang-Martin ／ 2011.7.1 ～ 2011.9.29
　　：アメリカ　イリノイ大学シカゴ校・名誉教授
斯琴巴特爾／ 2011.10.1 ～ 2012.1.31
　　：中国　内蒙古大学・教授
敖特根／ 2012.2.1 ～ 2012.5.31
　　：中国　西北民族大学・教授
Sereenen JARGALAN ／ 2012.2.1 ～ 2012.4.30
　　：モンゴル　モンゴル科学技術大学・教授
Gavrilyeva Tuyara/2012.5.1 ～ 2012.8.31
　　：ロシア　サハ共和国北方地域経済研究所・主任研究員
烏力吉巴雅爾 /2012.6.1 ～ 2012.8.31
　　：中国　中央民族大学・教授
Koch Magaly/2012.9.1 ～ 2012.11.30
　　：アメリカ　ボストン大学リモートセンシングセンター・研究准教授




Chimitdorzhiev Tumen/2013.1.1 ～ 2013.1.31
　　：ロシア　ロシア科学アカデミーシベリア支部・ブリアート科学センター・物理物質研究所副
　　　所長
Laikhansuren  Altanzaya/2013.4.1 ～ 2013.7.31
　　：モンゴル　モンゴル国立教育大学・歴史・社会科学部・教授
潘　建国 /2013.9.1 ～ 2013.11.30
　　：中国　北京市北京大学・中文系・教授
巴雅爾 /2013.9.2 ～ 2013.12.31
　　：中国　内蒙古師範大学・旅游学院・教授
Ligthart Leonardus Petrus/2014.2.1 ～ 2014.3.14
　　：オランダ　デルフト工科大学・名誉教授







Chernolutckaia Elena/2014.9.1 ～ 2014.11.30
　　：ロシア　ロシア科学アカデミー極東支部・歴史・考古学・極東諸民族人類学研究所・主任上
　　　級研究員
巴達瑪敖徳斯爾 /2014.10.1 ～ 2015.1.31
　　：中国　内蒙古大学・教授
Kondrashin Viktor/2015.1.20 ～ 2015.4.19
　　：ロシア　ベリンスキー名称国立ペンザ教育大学ロシア史・歴史教授法学科長・教授
Chen Zhining/2015.3.13 ～ 2015.4.23、2015.5.19 ～ 2015.5.29
　　：シンガポール　シンガポール国立大学・教授
Fondahl Gail Andrea/2015.4.6 ～ 2015.6.30
　　：カナダ　ノーザン・ブリティッシュ・コロンビア大学・副学長・教授
Dilek Yildirim/2015.5.28 ～ 2015.8.21
　　：アメリカ　国際地質科学連合会副会長・マイアミ大学・教授
Delaney Alyne Elizabeth/2015.10.1 ～ 2016.1.31
　　：デンマーク　アールボルグ大学・准教授
葉　爾達 /2015.10.1 ～ 2016.1.31
　　：中国　中央民族大学・蒙古語言文学系・教授
Abera Deraje Ayalew/2016.2.4 ～ 2016.3.26
　　：エチオピア　アジスアベバ大学・教授
胡格吉夫 /2016.3.1 ～ 2016.4.30
　　：中国　中央民族大学・蒙古語言文学系・教授
Vladimir Malkovets/2016.11.1 ～ 2017/1.14
　　：ロシア　ロシア科学アカデミーシベリア支部・ソボレフ地質学鉱物学研究所・上級研究員
Tsevel Shagdarsuren/2016.11.1 ～ 2017.1.31
　　：モンゴル　ウランバートル国際大学・教授・モンゴル学研究所長
Giovanni Nico/2017.1.16 ～ 2017.3.31
　　：イタリア　国立研究機構（CNR）応用数学研究所・研究員
Sergei Andreevich Papkov/2017.2.1 ～ 2017.3.31
　　：ロシア　ロシア科学アカデミーシベリア支部・歴史研究所・上席研究員
Kazi A Kalpoma/2017.4.1 ～ 2017.6.30
　　：バングラデシュ　アメリカ国際大学バングラデシュ・教授
Menno Schilthuizen/2017.5.6 ～ 2017.7.6
　　：オランダ　ライデン大学・教授
蔡　金河 /2017.7.1 ～ 2017.8.31
　　：台湾　国立東華大学・教授
Nelson Boniface/2017.7.1 ～ 2017.9.30
　　：タンザニア　ダルエスサラーム大学・上級講師
Jean-Michel Friedt/2017.10.1 ～ 2017.12.28
　　：フランス　大学間マイクロエレクトロニクスセンター・ポストドクトラルフェロー








44 33 9 13 32
Tamara Litvinenko/2018.1.10 ～ 2018.3.30
　　：ロシア　ロシア科学アカデミー地理学研究所・上級研究員
Habeck Joachim Erich Otto/2018.4.1 ～ 2018.6.30
　　：ドイツ　ハンブルグ大学・教授
Sharygin Igor/2018.5.1 ～ 2018.7.27
　　：ロシア　ロシア科学アカデミー・シベリア支部ソボレフ地質学鉱物学研究所・上級研究員
Aldo Tollini/2018.7.1 ～ 2018.8.31
　　：イタリア　ヴェネツィア・カ・フォスカリ大学アジア・北アフリカ研究学部・准教授
Islamov Bakhtiyor/2018.8.1 ～ 2018.10.31
　　：ウズベキスタン　プレハーノフ記念ロシア経済アカデミータシケント校・教授
Munkhtseren Zolzaya/2018.12.17 ～ 2019.3.15
　　：モンゴル　モンゴル国立芸術文化大学芸術文化研究学院・准教授
Stammler Florian/2019.1.18 ～ 2019.3.29
　　：フィンランド　ラップランド大学北極センター・教授
Flores Reyes Kennet Eduardo/2019.6.1 ～ 2019.8.30
　　：アメリカ　ニューヨーク市立大学ブルックリン校・助教
Kondrashin Viktor/2019.7.1 ～ 2019.9.30
　　：ロシア　ロシア科学アカデミーロシア史研究所・上級研究員
SAFONOVA Inna/2019.9.2 ～ 2019.11.29
　　：ロシア ノボシビルスク国立大学・上席研究員
Shovon Mohammad Shariar/2019.10.1 ～ 2019.11.28
　　：バングラデシュ　ラジシャヒ大学生命・地球学部・准教授










平川　　新 2014.4.1 ～ 2020.3.31 寄附研究部門
客員准教授
氏　　名 期間 所属部門名
小谷　竜介 2018.4.1 ～ 2020.3.31 プロジェクト研究部門（災害人文学研究ユニット）
（G）  兼務教員受け入れ状況（2020年₃月現在）



















（J）  その他研究員 
客員研究員　※太字は2017.3.31現在受入中
氏　　名 期　　間 研　究　課　題
劉　四新 2007.7.5 ～ 2007.10.1 ボアホールレーダの数値計算並びに実験
キム　ヂョンホ 2007.7.25 ～ 2007.8.25 近世韓日の科学技術史と科学技術政策の政治思想的特性に関する比較研究
包　聯群 2007.4.1 ～ 2010.3.31 モンゴル語と周辺言語との言語接触の研究
ハーリィド　フォウド　








王　三慶 2009.5.27 ～ 2009.8.26 日本の漢文小説研究
ハタンバーナル　
ナツァグ　ドルジ 2009.6.10 ～ 2009.8.29 エルデニ・ゾー寺院の歴史
ダリチャポフ　ブラット 2009.9.18 ～ 2009.12.31 日本企業のシベリアへの投資に関する研究
カジ　エ　カレポマ 2009.11.1 ～ 2011.3.31 人工衛星の画像処理とデータベース構築
恩　和 2010.6.1 ～ 2010.6.30 福沢諭吉にみる民族主義思想の形成
チョローン　ダシダワー 2011.8.23 ～ 2012.6.30 モンゴルにおける日本人抑留兵（1945-1947年）
シャルグラノワ　オリガ 2012.3.15 ～ 2013.3.14 東北アジアにおけるモンゴル系移民の民族的統合の構築：民族社会学と宗教の諸要素
Chen Jie 2012.11.16～ 2013.1.14 環境リモートセンシング
Kazi A Kalpoma 2013.8.1 ～ 2013.12.31 衛星画像の可視化処理
Yu Quan 2013.10.1 ～ 2014.10.31 中世モンゴル語の研究
Webster Sophie 2015.3.28 ～ 2015.5.27 東アジアの陸生貝類の生物地理学研究
丁　澤剛 2016.4.6 ～ 2016.7.15 地中レーダの設計に関する研究
劉　麗 2016.5.22 ～ 2016.11.22 地中レーダの設計に関する研究
Fetime Roberto　
Chauque 2017.10.1 ～ 2018.3.31
モザンビーク、テテ地域モザンビーク帯南
部の地史
桂　花 2017.10.1 ～ 2018.9.30 清朝服属以前のハルハ・ザサクト・ハン部の歴史研究
IVANOVA AYTALINA 2019.1.10 ～ 2019.3.31 北東アジアの牧畜民と都市部へ移住したその子孫達の法人類学的安全保障について
斉　英 2019.4.1 ～ 2020.3.31 清代モンゴルのアルバ（賦役）に関する研究
フルブライト米国人招聘講師 ･研究員
氏　　名 期　　間 研　究　課　題







コ ン プ ラ イ ア ン ス 委 員 会
総務担当副センター長
ハ ラ ス メ ン ト 防 止 対 策 委 員 会






















矢口　啓朗 2018.4.1 ～ 2018.7.31 ロシア史
佐藤　勇輝 2018.4.1 ～ 2020.3.31 地学
友田　昌宏 2018.10.1 ～ 2020.3.31 日本近世史
日本学術振興会特別研究員　※編集注記：2009年度版より当該年度受入者に限り記載
氏　　名 期　　間 受　入　教　員 資　格
藤本健太朗 2019.4.1 ～ 2022.3.31 寺山　恭輔　教授 PD
内田　翔太 2017.4.1 ～ 2020.3.31 千葉　　聡　教授 DC1
泉　　佑太 2018.4.1 ～ 2021.3.31 佐藤　源之　教授 DC1




委　　員　　会　　名 委員氏名 任　期 備　　　考
安全保障輸出管理アドバイザー 佐藤　源之 24.4.1 ～ 部局推薦の輸出管理アドバイザーが委員となる
安全保障輸出管理アドバイザー兼安全保
障輸出管理委員 後藤　章夫 28.4.1 ～
安全保障輸出管理担当者 清水　俊和 27.7.1 ～
運輸交通専門委員会 教授・准教授　
エネルギー連携推進委員会委員 センター長 高倉浩樹（29.4.1～31.3.31） （31.4.1 ～ 33.3.31）
　　　　　　〃　　　　　幹事 佐藤　源之 設置期限設けない










学務審議会 岡　　洋樹 31.4.1 ～33.3.31 教授























基金企画推進室員 岡　　洋樹 21.4.1 ～ （本部推薦）
貴重図書等委員会 寺山　恭輔 31.4.1 ～33.3.31 ４月頃に推薦依頼あり
キャンパス将来計画委員会 センター長
教育研究評議会 センター長 評議員














クト担当教員 寺山　恭輔 31.4.1 ～
研究所長会議「研究所連携若手
交流会」WG委員27年度解体
研究所長会議WG委員 内藤　寛子 29.4.1 ～ H28.3第５回研究所長会議で決定









（東北大学ポータルサイト） 宮本　　毅 31.4.1 ～
広域交通計画等検討委員会 （本部推薦）
広報連絡員 宮本　　毅 31.4.1 ～33.3.31




小松シベリア学術交流助成金運営委員 高倉　浩樹 31.4.1 ～33.3.31
30.12.11委嘱伺い
（委員長の指名）
コラボレーション ･オフィス運営委員会 岡　　洋樹 31.4.1 ～33.3.31 人文社会系諸部局
















































瀬川　昌久 30.4.1 ～ 28.4.1設置　教授・准教授
入学試験審議会 本年度担当無 研究所群から　センター長




評価分析室員 寺山　恭輔 31.4.1 ～ H31.3.19付依頼文あり
部局長連絡会議 センター長 センター長
附属図書館商議会 瀬川　昌久 30.4.1 ～32.3.31 教授














高倉　浩樹 30.4.1 ～ （室員）　期間の定め無
岡　　洋樹 30.4.1 ～ （室員）　　　　〃
柳田　賢二 30.4.1 ～ （室員）　　　　〃
六カ所村センター検討委員会（仮称） 佐藤　源之 31.4.1 ～32.3.31 教授
－ 37－
〈センター内各種委員会〉






















































































































































区　　　　分 2015 2016 2017 2018 2019










科 学 研 究 費 補 助 金 46 38 43 45 46
科 学 研 究 費 補 助 金
以 外 の 政 府 資 金 0 0 0 0 0
民 間 等 と の 共 同 研 究 0 0 0 6 2
受 託 研 究 100 46 34 9 17
受 託 事 業 3 9 7 7 8
寄 附 金 32 32 37 33 39
学 術 指 導 0 0 2 0 0
総　　　　計 693 541 518 490 517











受託研究  7.47% 学術指導  0.07%



















区　　　分 2015年度 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度
人件費 運営費交付金 253 231 234 256 249
物件費
運営費交付金 138 103 95 84 86
その他 121 82 67 50 70





2015年度 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 計


























































































































































































































2.04 2.04 1.73 1.58 1.57 1.79 











2.00 1.63 1.91 1.89 1.88 1.86 











  〈科研費採択率実績（2015年度～ 2019年度）〉
（D）  外部資金受入状況
〈民間等との共同研究、受託研究、奨学寄付金受け入れ状況〉　 （金額単位：千円）
区　　　分 2014年度 2015年度 2016年度 2017年度 2018年度
民間等との共同研究
件数 3 3 3 3 3
金額 0 0 495 275 6,000
受 託 研 究
件数 5 7 5 4 4
金額 38,616 99,951 45,845 33,599 9,207
受 託 事 業
件数 1 1 2 1 1
金額 54 2,232 9,484 6,650 6,795
寄 附 金
件数 4 3 3 6 4
金額 33,420 32,100 31,850 36,660 33,290
学 術 指 導
件数 0 0 0 1 0
金額 0 0 0 2,333 0
計
件数 13 14 13 15 12




金額 受　入　先 金額 受　入　先 金額 受　入　先
































100 一般社団法人日本森林技術協会 1,400 公益財団法人三菱財団


























産業技術総合開発機構 6,264 国立研究開発法人森林総合研究所 250 栗原市
243 蔵王町長 226 国立研究開発法人科学技術振興機構 4,200 国立大学法人北海道大学
479 独立行政法人科学技術振興機構 2,300 国立大学法人北海道大学 6,264 国立研究開発法人森林総合研究所
440 国立研究開発法人科学技術振興機構
受託事業 54 宮城県知事 2,232 独立行政法人日本学術振興会 7,500 大学共同利用機関法人人
間文化研究機構
1,984 独立行政法人日本学術振興会
寄 附 金 30,000 公益財団法人上廣倫理財団 31,000 公益財団法人上廣倫理財団 30,000 公益財団法人上廣倫理財団
1,430 公益財団法人東レ科学振興会 800 公益財団法人山口育英奨学会
150 一般財団法人東北開発記
念財団





名　称　・　題　目 研究者 相手方・委託者・寄附者 金　額
民間等との共同研究















3 無形文化遺産保護条約に係る国際動向調査 高倉　浩樹 文化庁 9,354,620




















5 公益財団法人三菱財団2019年度助成金 佐藤　源之 公益財団法人三菱財団 1,400,000








1 令和元年度湯沢市ゆざわジオパーク学術研究等奨励補助金 山崎　大志 湯沢市 300,000
－ 46 －
〈補助金間接経費〉 （金額単位：百万円）
区　　分 2015年度 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度
補助金間接
経　費
件　数 27 26 26 29 30
金　額 
















































































































































































































































Rev i t a l i s i n g /Re - imag i n i n g  t h e 
Commons in an era of social and 
























































































































































































































英 語：Research Unit for the Multidisciplinary Study of Continuities and 








































陸地殻安定化と人類の環境適応（Continental Amalgamation and Stabilization 
of Northeast Asia: Stories before the Stone Age）』のフォローアップ企画とし
て、国際ワークショップ『人類史を巡る文理融合方法論の最前線（Integration 




















Integration of Humanities with Sciences: New Logistics understanding 
Human Adaptations in Northeast Asia
Organizers: Tatsuki Tsujimori, Yoshitaka Kanomata, Hiroki Takakura
Date: February 17, 2020
Venue: Tohoku Forum for Creativity, Tohoku University Katahira Campus
            2-1-1 Katahira, Aoba-ku, Sendai, Miyagi, Japan 980-8577
Invited Speakers: 
◦ Dr. Lasse Sørensen （The National Museum of Denmark）
◦ Professor Minoru Yoneda （The University Museum, The University of 
Tokyo）
◦ Dr. Daria Ivanova （Far Eastern Federal University）
◦ Dr. Takahiko Ogawara （Fossa Magna Museum）
Description （Aim）: Four workshops under the thematic program “Geologic 
Stabilization and Human Adaptations in Northeast Asia （2018–2019）”, 
sponsored by the Tohoku Forum for Creativity （TFC）, achieved a big success 
and reached the consensus to keep on the efforts for integrating humanities 
with sciences. As a follow-up from past workshops, we will run a short 
workshop on integration of humanities with sciences. This short workshop 
focuses into discussing new logistics to understand human adaptations in 
Eurasia, including Northeast Asia. Invited speakers have been working on 
different aspects of interdisciplinary studies combining humanities with 
science. Their expertise and past accomplishment are most important for 
the success of this workshop. This short workshop also aims to provide 
opportunities for educating young generation. 
PROGRAM: 
13:00–13:10　Opening remark by Hiroki Takakura
13:10–14:00　Lasse Sørensen 'Tools of transformation — a Study of jade 
objects in The International Network on Jade Cultures'
14:30–15:20　Minoru Yoneda 'Radiocarbon dating and isotopic analysis 
of foodcrust on the Incipient Jomon pottery: Re-evaluation of 
emergency of pottery of Japan'
15:30–16:00　Takahiko Ogawara 'Sustainable development of Itoigawa 
UNESCO Global Geopark — Jade culture, research, protection 
and conservation'
16:20-16:50　Daria Inanova 'On Turning Points in Development of Neolithic-
Paleometal cultures in the Primorye and the Japanese 
Archipelago: Environmental Background, Technological 
Changes, Archaeological Terminology'























































































学際性の有無 ［ 有 ］ 参加専門分野数： 分野名称 分野名称：地質学、考古学、人類学
文理連携性の有無 ［ 有 ］ 特記事項：









































































































学際性の有無 ［ 有 ］ 参加した専門分野数：３ 分野名称 大気汚染科学、環境エネルギー、国際政治
文理連携性の有無 ［ 有 ］ 特筆事項 : 温暖化や越境汚染などの地球レベルの大気科学分野と国際協力という国際政治分野との融合を目指している
社会還元性の有無 ［ 有 ］ ［内容］日本の環境分野における国際貢献に対する具体的な提言を行う
国際連携 連携機関数：１ 連携機関名： 特記事項：清華大学
国内連携 連携機関数：１ 連携機関名： 特記事項：地球環境研究戦略機関


















































































































　　　　“The Rising Voice and Changing Leadership of Indigenous People 












　   話題提供：明日香壽川（東北大学）
（2）中国の環境政策・NGOの動向







日　時：2019年11月12日（火） 16：30 ～ 18：00
場　所：東北大学川北合同研究棟1F CAHE
講演者 ：Dotatas Brandišauskas （Vilniaus University）
タイトル：Emplaced Evenki relationships with wolves in the changing 












Toward the Future Society of Environment, Energy and Economy:
Sustainable Development and Energy Transition in East Asia
Date: June 5th 2019 （Wed.）, Time: 09:00-12:00
Venue: Room 607, College of Social Science, National Taiwan University




　Tze-Luen LIN, National Taiwan University
　Jusen ASUKA, Tohoku University
[Session 1] Keynote Lectures
◦ Jusen ASUKA, Tohoku University
　“Problems of the Japan's Long-term Strategy to be Submitted to the UNFCCC”
◦ Shota FURUYA, ISEP
　“Report of the Status of Community Power Plant in Japan”
◦ Sun-Jin Yun, Seoul National University
　“Energy Transition and Fake News in South Korea”
◦ Kenji OTSUKA and Fang-Ting CHENG, IDE-JETRO （20 min.）
　“Transboundary Research on Energy Transition in East Asia”
[Session 2] Panel Discussion: Solar Agriculture
◦ Makoto TAJIMA, ISEP
　“Solar Agriculture Development in Japan and the World, and Possible 
　Collaboration”
◦ Tze-Luen LIN
　“Solar Agriculture Development in Taiwan”
◦ Discussion
　Facilitated by Hiroshi SASAKI, NUIS
◦ Comments and Conclusion
　Facilitated by Jusen ASUKA, Tohoku University






























The 17th Northeast Asian Academic Network （NAAN） Conference: 
Entrepreneurship and Sustainable Development for Regional Business 
andEconomy
Date: October 31st（Thursday） – November 2nd（Saturday）, 2019 
Venue: College of Business Administration, Kangwon National University, 
Chuncheon, Ganwon-Do, 24341. Republic of Korea  
Opening Session
- Opening Speech （Prof. Sangmoon Park, KNU）
- Welcome Speech （Prof. Jaeyeon Chung, Dean of CBA, KNU）
- Welcome Remark （Prof. Wenjun Chen, CSUFT）
- Welcome Remark （Prof. JUN MA, U of Toyama）
Session I: Chairperson （Prof. Jun MA, KNU）
◦ Hyelin Choi （Soongsil University）, Danbee Park （KNU）*
The Effect of Multinational’s Downsizing on the Domestic Labour Market
◦ Daisuke Ichinose （UT）, Masashi Yamamoto （UT）*
Is there a Hidden Cost on Disaster-prone Land Asset? : Evidence from 
massive disaster in Japan
◦ Tang Chunling （CSUFT）*, Hang Chen （CSUFT） , Luo Zihao （CSUFT）
Construction of measurement index system of urban and rural integration 
level under Rural Revitalization Strategy in China
Session II: Chairperson （Prof. Lihua Yang, CSUFT）
◦ LI Qin （CSUFT）*, Su xiang-hui （CSUFT）
The Dilemma and Countermeasures of China-Korea labour cooperation
◦ Xinxin Ma（UT）*, Jie Cheng（CASS）
The Impact of Social Insurance Contributions on Firms’ Wage Levels: 
Evidence from China
◦ Ju Hyoung Han （KNU）*, So Young Bae （Kyung Hee University）
Cultural consonance in online hotel review trustworthiness
Special Session: International Specialization and Sustainable Utilization in the 
Iron- steel-industry of Northeast Asia
Chairperson （Prof. Bong-Gil Kim, UT）
◦ Kaori Tembata （CFES,UT）
The Impact of Climate Shocks in the Steel Industry: An Empirical Study on 
the Raw Materials
◦ Dan Jin （Tohoku University）
Changes in the Trade Structure of Iron and Steel Industry in East Asia from 
the aspect of the International Division of Labor
◦ Naoki Kakita（UT）, Jun MA（CFES,UT）



























































THE RUSSIA-JAPAN WORKSHOP 2020 Russia-Japan Forum of Asian Studies I
日露ワークショップ　日露アジア研究フォーラム１ 
Organized by Center for Northeast Asian Studies, TU, Graduate School of 
International Cultural Studies, TU, The Institute of Humanities, NSU, The School 
of Arts and Humanities of FEFU
Date：10 （Mon.）-11 （Tue.） February, 2020, Venue：Kawauchi Research 
Forum, 4F. Conference Room 436, Center for Northeast Asian Studies, 
Kawauchi North Campus, Tohoku University
10 February, 2020
Opening remarks 1 （Prof. TAKAKURA Hiroki）
Opening remarks 2 （Prof. VOYTISHEK Elena）




Lecture 1: PODALKO Petr （Prof. Aoyama Gakuin University）
“Russian Language in Japan”
Lecture 2: LIM Sofia （Prof. Far Eastern Federal University）
“Democratic Movement at Japanese Universities （1917 - 1932）”
Presentations: （in alphabetical order）
Presentation 1
ISHII Kaori 石井　花織 
（Grad. Sch. of Environmental Studies, Tohoku University）
“Flow of Things and Value: How waste is turned to resource by informal 
waste-recovery”
Presentation 2
KUZOVKOV Maksim （Institute of Humanities, Novosibirsk State University）
“Migrants in the Labor Force of Modern-Day Japan: Issues and Their 
Solutions”
Presentation 3
SATO Jugo 佐藤　重吾 
（Grad. Sch. of Environmental Studies, Tohoku University）
“Local Landscape and Environmental Politics―In the case of construction of 
wind power plants on the sea in Akita prefecture―”
Presentation 4
TATEUCHI Kai 舘内　魁生 
（Grad. Sch. of Arts and Letters, Tohoku University）
“Color Variations on Pottery and Its Distribution in Heian Period Japan: A 




（Institute of Humanities, Novosibirsk State University）
“Conceptualism in China: Art or Public Provocation?”
11 February, 2020
Lecture 3
VOYTISHEK Elena （Prof. Novosibirsk State University）
“The Problem of Origin of the Mountain-style Censers in the Context of 
Cross-Ethnic Contacts in Asia”
Lecture 4
OKA Hiroki （Prof. Tohoku University）
“Mongolian Migrant Laborers in the Qing Era Mongolia”
Presentation 6
AOKI Ryuichi 青木　竜一 （Grad. Sch. of Arts and Letters, Tohoku University）
““Wen 文 ” and “Wu 武 ”in the Bureaucracy of the Later Han Dynasty: 
Focusing on the Ideology and the Institutions of Military Affairs”
Presentation 7
ZHOU Yueshan 周玥珊（Grad. Sch. of Arts and Letters, Tohoku University）
“Summary-Imperial cortege in Tang dynasty in China”
Presentation 8
AKULICH Gleb 
（School of Arts and Humanities, Far Eastern Federal University）
“Nonconformism in USSR in 1965-1985”
Presentation 9
WU Xiaotong 武　暁桐 
（Grad. Sch. of International Cultural Studies, Tohoku University）
“Nationalist Party’s Propaganda Policy in Beiping,1928”
－ 65 －
Presentation 10
ZHANG Xiaorong 張　小栄 
（Grad. Sch. of Environmental Studies, Tohoku University）
“The Ideological Background of Japanese Educational Policy in Manchoukuo”






































文理連携性の有無 ［ 有 ］ 特記事項：モンゴルの環境に関して、災害研究、都市環境に関わる文理連携によるシンポジウム開催












































英 語：Unit for Anthropological Studies on the Social Change and the Cultural 


















































































学際性の有無 ［ 無 ］ 参加専門分野数： 分野名称
文理連携性の有無 ［ 無 ］ 特記事項：













最終年度 該当　［ 無 ］
－ 69－











































































学際性の有無 ［ 有 ］ 参加専門分野数： 分野名称 考古学＋電気工学
文理連携性の有無 ［ 有 ］ 特記事項：













最終年度 該当　［ 無 ］
－ 71－















木村　敏明 文学研究科 教授 兼務教員
































文化遺産の保存に資するための3D スキャナを用いた初めての論文が Journal 

























◦2020年２月19～ 21日　国際ワークショップ　The Practicalities and Ethics 
of Dealing with Disaster Remains & Cultural Heritage　Born from Disasters: 
Dealing with Death and Remains in the Aftermath

















































文理連携性の有無 ［ 有 ］ 特記事項：医学、看護学














































































氏　名 所属・職名 専門分野 役割
明日香壽川 東北大学　教授 エネルギ－問題 総括
宮後　裕充 東北大学教育研究支援者 科学社会論 研究分担






















１．明日香壽川 “Overview of the Country Status of Energy Transition in East 
Asia”, Energy Transition and Democracy in East Asia（PART II）, 台北 , 台湾 , 
2019年６月３日 .
２．明日香壽川“一带一路”与东北亚区域经济合作新变化 , “一带一路”倡议与
















































































学際性の有無 ［ 有 ］ 参加した専門分野数：［３］　分野名称［環境経済・政策　大気環境科学　国際政治］
文理連携性の有無 ［ 有 ］ 特筆事項：
































１．Gregory Trencher, Noel Healy, Koichi Hasegawa, Jusen Asuka （2019） “Discursive resistance to 
phasing out coal-fired electricity: Narratives in Japan's coal regime, Energy Policy, Volume 132, 
September 2019, Pages 782-796
２．金丹（2019）「日中韓環境経済影響分析」（中国語）, 吉林大学東北亜研究院・吉林大学日本研究所





１．明日香壽川（2019） “Overview of the Country Status of Energy Transition in East Asia”, Energy 
Transition and Democracy in East Asia（PART II） , 台北 , 台湾 , 2019年６月３日 .
２．明日香壽川（2019）“一带一路”与东北亚区域经济合作新变化 , “一带一路”倡议与中日第三方市场
合作国际学术研讨会 , 长春市 , 中国 , 2019年８月23日 .
３．Jusen ASUKA （2019） “History of failure of Japan‘s climate and energy policy”, Geopolitics of the 

































































氏　名 所属・職名 専門分野 役割









久利　美和 東北大学災害科学国際研究所・講師 火山防災 現地調査
































































学際性の有無 ［ 無 ］ 参加した専門分野数：［　］　分野名称［　］
文理連携性の有無 ［ 無 ］ 特筆事項： 






























松中哲也 , 後藤章夫，渡邊隆広 , 土屋範芳 , 平野伸夫，笹公和，蔵王山における火山活動と熱水系ヨ
ウ素同位体比の変動．日本陸水学会第84回大会
Kazuhisa Chikita, Akio Goto, Jun Okada, Satoshi Miura, Mare Yamamoto, Estimates of hydrological, 
thermal and chemical budgets of Okama Crater Lake, Zao Volcano, Japan: A preliminary study. JpGU-



























































氏　名 所属・職名 専門分野 役割





































































学際性の有無 ［ 無 ］ 参加した専門分野数：［　］　分野名称［　］
文理連携性の有無 ［ 無 ］ 特筆事項：





















Mobilities in the Qing Empire Revisited: Case of Mongolia
日時：2019年７月20日（土）、21日（日）
　　　Date : 20-21 July, 2019
場所：東北アジア研究センター大会議室（436室）
　　　（東北大学川内北キャンパス川北合同研究棟４階）
Venue : Center for Northeast Asian Studies, Tohoku University
Conference room No.436, Kawauchi Research Forum F4, Kawauchi north campus
人間文化研究機構北東アジア地域研究推進事業東北大学東北アジア研究センター拠点 主催
Organized by Unit for the Collaborative Study on the Environment and Resources of Northeast Asia, 
CNEAS, TU.
▼７月20日（土）13:30-17:00
20 July, 2019, Saturday
【趣旨説明】　堀内　香里（東北大学）




O. Oyunjargal （Mongolian National University）
「モンゴル国における清代モンゴル史研究の現状と課題」
“The current state of research on Mongolian history during Qing era in Mongolia”
岡　　洋樹（東北大学）
OKA Hiroki （Tohoku Univ.）
「家畜窃盗事案から見る乾隆期のモンゴルにおける人の移動について」
“Human migration in the Mid-Qing Mongolia observed in the cases of livestock thievery”
▼７月21日（日）10:00-17:30
21 July, 2019, Sunday
柳澤　　明（早稲田大学）
YANAGISAWA Akira （Waseda Univ.）
「「内旗」と「外旗」の境界を越えて：黒龍江地域の事例から」
“Over the border between “Inner” and “Outer” banners: from cases of Heilongjiang region”
中村　篤志（山形大学）
NAKAMURA Atsushi （Yamagata Univ.）
「結集するハラチン・ディアスポラ：遊牧社会における駅站の諸相」
“The Kharachin diaspora gathered in relay stations of Kahlkha: aspects of relay stations in nomadic 
society”
佐藤　憲行（復旦大学）
SATO Noriyuki （Fudan Univ.）
－ 87－
「イフ・シャビの商業活動と旅蒙商」
“On Ikh Shavis’ commercial activities and Chinese merchants”
斉　　　英（内蒙古師範大学）
QIYING （Inner Mongolian Normal Univ.）
「年班制度とモンゴル貴族：乾隆年間におけるハラチン中旗ザサグ・ノヤンの諸費用について」
“Annual-meeting regulations and Mongol nobles: taking the expenditure on annual-meeting regulations 
by the Jasak of Kharachin Middle Banner as an example during the reign of Qian-long Emperor”
井上　岳彦（大阪教育大学）
INOUE Takehiko （Osaka Kyoiku Univ.）
「旅行先としての清帝国：カルムィク人・ブリヤートの「旅行記」から」




Манж Чин улсын алба ба монголчуудын шилжилт хөдөлгөөн: Гэр харуулын жишээгээр.






Hiroki Oka. The Mobility of Mongolian Banner Subjects in the Mid-Qing Era. Memoirs of the Research 
Department of the Toyo Bunko No.76, 2018, 1-33.
杉山清彦「ジュシェンからマンジュへ──明代のマンチュリアと後金国の興起」（古松崇志・臼杵勲・
藤原崇人・武田和哉編著
『金・女真の歴史とユーラシア東方（アジア遊学）』東京 , 2019年 , 310 ～ 325頁 .

























































氏　名 所属・職名 専門分野 役割
川口　幸大 東北大学・准教授 文化人類学 広東への出稼ぎ者
瀬川　昌久 東北大学・教授 文化人類学 統括・コメント
稲澤　　努 尚絅学院大学・准教授 文化人類学 移住者の出身村
奈良　雅史 北海道大学・准教授 文化人類学 回族の移動と信仰
堀江　未央 名古屋大学・特任助教 文化人類学 婚姻と移動の経験

























































学際性の有無 ［ 無 ］ 参加した専門分野数：［　］　分野名称［　］
文理連携性の有無 ［ 無 ］ 特筆事項：





























2019　“Reason for live in water”The Fifth Biennial Conference of East Asian Environmental History
（National Cheng Kung University, Tainan, Taiwan）
奈良雅史
2019　Changes in Textbooks of Islamic Education and Entanglements of Ethnicity and Religiosity, 
EAAA （East Asian Anthropological Association） Annual Meeting 2019, Jeonju University.
2019　Entanglement of Islamic Missionary Activities and Islamophobia through Tourism 
Development: A Case Study of Hui Muslim Society in Yunnan Province, China, The IUAES （International 
Union of Anthropological and Ethnological Sciences） 2019 Inter-Congress, Adam Mickiewicz University.
［雑誌論文］
川口幸大







2020　“Qiaoxiang and Furusato: A Comparative Study of Homes of Overseas Chinese and Japanese 
Emigrants.” In Craig, Christopher, Enrico Fongaro, and Aldo Tollini（eds.）, Furusato: ‘Home’ at the 





“New Style” of Ethnic Clothing: Dress between Tradition and Fashion among the Hmong in Yunnan, 






































































氏　名 所属・職名 専門分野 役割
佐藤　源之 東北大学東北アジア研究センター・教授 電波応用工学 総括
菊田　和孝 東北大学東北アジア研究センター・助教 電波工学 計測、解析













































学際性の有無 ［ 有 ］ 参加した専門分野数：［２］　分野名称［エジプト考古学、惑星探査学］
文理連携性の有無 ［ 有 ］ エジプト考古学者との連携




























（英文）A Study of Russians-speaking People outside of Russia through Their 
























































































































学際性の有無 ［ 有 ］ 参加した専門分野数：［４］　分野名称［ロシア語学、地域研究、ロシア・ソビエト文学、演劇学、バルト語学］
文理連携性の有無 ［ 無 ］ 特筆事項：なし



















い братишка/сестрёнка が「弟 / 妹」を意味する語として転用されたことと、そ




















中村唯史　“К вопросу о бурятском балете «Красавица Ангара»”（「ブリヤート・バレエ『美しきアンガラ』
の問題に寄せて」），日本ロシア文学会第69回全国大会、於 早稲田大学、2019年10月26 ～ 27日
Tadashi Nakamura “M. Gorky's Cosmological Perception of the World in the 1910s”, The 10th East 
Asian Conference on Slavic Eurasian Studies, The University of Tokyo（国際学会），2019年６月29 ～
30日
Daiki Horiguchi　“Cultural identity for Baltic Russian-speakers: A survey-based study”, Convencion 
scientifica internacional, Simposio de estudios humanisticos,  Universidad Central de Las Villas（国際学
会），2019年６月26～ 27日
Daiki Horiguchi　“Отношение балтийского русскоязычного населения к обозначению "русскоязычные": 
социолингвистический опрос”（「バルト三国のロシア語系住民の ” ロシア語系住民 ” という用語に関す
る態度：社会言語学的調査」）, III Miedzynarodowa Konferencja Naukowa "Mowie, wiec （kim?） jestem. 
W poszukiwaniu tozsamosci jezykowej",  Uniwersytet Gdanski（国際学会），2019年11月21 ～ 22日
Kumi Tateoka　“Acceptance and influence of Soviet movies in postwar Japan”, The 10th East Asian 









（編集代表）沼野充義、望月哲男、池田嘉郎、（編集委員）井上まどか , 熊野谷葉子，鴻野わか菜 , 坂庭淳
















































































氏　名 所属・職名 専門分野 役割













相原　淳一 東北歴史博物館 考古学 ジオツアー案作成
谷口　宏充 東北大学・名誉教授 火山学 ジオツアー案作成
永広　昌之 東北大学・名誉教授 地質学・古生物学 ジオツアー案作成
植木　貞人 理学研究科・客員研究者 火山物理学 ジオツアー案作成

























































学際性の有無 ［ 有 ］ 参加した専門分野数：［５］　分野名称［地学・農学・地理学・考古学・建築学］
文理連携性の有無 ［ 有 ］ 特筆事項：































































































氏　名 所属・職名 専門分野 役割
瀬川　昌久 本センター・教授 文化人類学 漢族、東南少数民族
川口　幸大 文学研究科・准教授 文化人類学 広東省の漢族

















































学際性の有無 ［ 無 ］ 参加した専門分野数：［１］　分野名称［文化人類学］
文理連携性の有無 ［ 無 ］ 特筆事項： 





























英文）A Studies on the Transformation of Socio-Politics Structure due to the 




氏　名 所属・職名 専門分野 役割














小野田　亮 法政大学大学院博士課程 宗教学 研究分担者（質的調査）




















































学際性の有無 ［ 有 ］ 参加した専門分野数：［４］　分野名称［政治学、政策科学、社会学、歴史学］
文理連携性の有無 ［ 無 ］ 特筆事項：






























































































氏　名 所属・職名 専門分野 役割











































































研究成果 学会発表（１）本 論文数（　）本 図書（２）冊
専門分野での意義 ［専門分野名］ ［内容］
学際性の有無 ［ 有 ］ 参加した専門分野数：［２］　分野名称［交通経済学、環境経済学、商業経済学］
文理連携性の有無 ［ 無 ］ 特筆事項： 














































英文）Environmental changes and human behavior between the terminal 




氏　名 所属・職名 専門分野 役割
鹿又　喜隆 文学研究科・准教授 考古学 石器機能研究













































学際性の有無 ［ 有・無 ］ 参加した専門分野数：［　］　分野名称［　］
文理連携性の有無 ［ 有・無 ］ 特筆事項： 































Y. Kanomata （2020.03.17.） The Boundary between Mesolithic and Neolithic in Western Siberia: 
a perspective from Japan. “Scientific and Practical workshop; Complexes with Plane-based Ceramics 
in the Neolith of Zauralia and Western Siberia: Typology, Technology, Chronology and Genesis” （in 
Ekaterinburg, Russia）
［雑誌論文］
Anatoly M. Kuznetsov, Yoshitaka Kanomata and Yosuke Aoki （2020） Use-wear analysis at the 






























































学際性の有無 ［ 有 ］ 参加した専門分野数：［６］　分野名称［宗教学・人類学・社会学・民俗学・文化財学・災害科学］
文理連携性の有無 ［ 無 ］ 特筆事項： 
社会還元性の有無 ［ 有 ］ ［内容］




















2020.02.20 Sakura Kudo, “Post-Disaster Resilience and Uninhabited Resettlement in Nepal: A Study 
of a Model Village following the Gorkha Earthquake”, International Symposium for the Practicalilies and 
Ethics of Dealing with Disaster Remains and Cultural Heritage,Tohoku University. 
2020.02.21 Sakura Kudo, “Field Report of ICH in Nepal: Efforts for First Enrollment and Challenges”, 
International Symposium for the Practicalilies and Ethics of Dealing with Disaster Remains and Cultural 
Heritage, Tohoku University. 
2019.06.18 Hiroki Takakura, “Disaster Studies from the Perspective of Political Ecology” The Politics 
and Pitfalls of Maritime Governance, University of Aberdeen.
2020.02.20 Sébastien P. “Managing Mass Fatalities during the Crisis of 2011 Japan Disasters” 
International Symposium for the Practicalilies and Ethics of Dealing with Disaster Remains and Cultural 
Heritage,Tohoku University.
2020.02.20 Toshiaki Kimura, “Material Remains and Revival of Local Festival in Post-3.11 Japan” 
International Symposium for the Practicalilies and Ethics of Dealing with Disaster Remains and Cultural 
Heritage,Tohoku University.
2019.08.13 Toshiaki Kimura, “Meaning of Festival in Post Disaster Society in Japan” International 




Hiroki Takakura, radiční zemědělství a časové plánování po zásahu cunami: Pěstování rýže a japonské cunami z 

















大窪　和明 国際文化研究科・助教 国際資源論 モデル解析













































































学際性の有無 ［ 有 ］ 参加した専門分野数：［３］　分野名称［土木工学・建築学・文化人類学］





社会還元性の有無 ［ 無 ］ 将来的に，プロジェクト計画における余裕日程や資源割り当ての設定などの実務的な応用につなげていきたい．


















































氏　名 所属・職名 専門分野 役割
Pastor-GalánDaniel FRIS
Hirano Naoto CNEAS
Ganbat Ari Earth Sciences



















































学際性の有無 ［ 有 ］ 参加した専門分野数：［２］　分野名称［地質学　土壌学］
文理連携性の有無 ［ 有 ］ 特筆事項：
社会還元性の有無 ［ 無 ］ ［内容］










最終年度 該当　［ 無 ］
本共同研究に関わる業績（発表予定含む）
［学会発表］　
Sakai Shunta, Hirano Naoto, Machida Shiki（2019） Geochemical and geological implications of in-situ 
basalts and petit-spot basalts since Late Cretaceous accretionary complexes in Japan. AGU Fall 
Meeting 2019, T54B-05.（December 13, 2019, Moscone Center, San Francisco, California, USA）
Hirano Naoto, Yutani Taku, Sakai Shunta（2019） Petit-spot submarine volcanoes as a geological 
perturbation of subducting plate. 2019 GSA Annual Meeting, 214-13.（September 24, 2019, 
Phoenix Convention Center, Poenix, Arizona, USA）
［雑誌論文］
以下のものに加え、本年得られた成果をもとに今後投稿予定
Sakai, S., N. Hirano, Y. Dilek, S. Machida, K. Yasukawa, Y. Kato（in press） Tokoro Belt（NE Hokkaido）: 
an exhumed, Jurassic – Early Cretaceous seamount in the Late Cretaceous accretionary prism of 












氏　名 所属・職名 専門分野 役割








Delaney Alyne 東北アジア研究センター准教授 人類学
































































学際性の有無 ［ 有 ］ 参加した専門分野数：［３］　分野名称［ ］
文理連携性の有無 ［ 無 ］ 特筆事項：





















- 高倉 浩樹「東日本大震災の災害復興への文化財の貢献」三重県教育委員会シンポジウム「ＴＨＥ Ｍ
ＩＮＺＯＫＵ」三重県教育委員会、 2019年８月３日
-Takakura, Hiroki, Intangible cultural heritage in emergencies: Disaster. UNESCO Expert Meeting on 
Intangible Cultural Heritage in Emergencies, Paris, 25 May 2019.
-Fukuda, Yu, Commemorations of the 2004 Tsunami by the religious minorities in Banda Aceh, In The 
Practicalities and Ethics of Dealing with Disaster Remains and Cultural Heritage, Sendai: International 
Research Institute of Disaster Science, 20 Feb 2020.
［雑誌論文］
-Fukuda, Yu. Three-dimensional Measurement for the Revitalization of Intangible Cultural Properties 
after Disasters.[Journal of Disaster Research,14（9）,（2019）,1329-1335].
-Fukuda, Yu, Sébastien Penmellen. Religio-cultural Pluralism in Southeast Asia: Inter-communion, 
Localization, Syncretisation and Conflict. Edited by Nabil Chang-Kuan Lin.[Center for Multi-cultural 
Studies, National Cheng Kung University,（2019）]
-Suvi Ignatius, Alyne Delaney, Alyne Delaney, Päivi Haapasaari, Päivi Haapasaari. Socio-cultural values 
as a dimension of fisheries governance: The cases of Baltic salmon and herring.[Environmental Science 
and Policy,94,（2019）,1-8]10.1016/j.envsci.2018.12.024
-Sakaguchi, Nao, Post-disaster city reconstruction efforts and fishing villages transformation.
Journal of Asian Rural Studies 3-2: 208-220.
-Fumihiko Imamura, Hiroki Takakura, Toru Matsuzawa, Kiyoshi Ito. A platform for multidisciplinary 
research in disaster science through experiences from the 2011 Tohoku earthquake and Tsunami. 
Journal of Disaster Research 14（9） 1318 – 1322.（2019）
- 小谷竜介「無形文化遺産の被災と再生」『博物館研究』54-7:15-18.（2019）
















氏　名 所属・職名 専門分野 役割


















































































































学際性の有無 ［ 有 ］ 参加した専門分野数：［２］　分野名称［地質学　土壌学］
文理連携性の有無 ［ 有 ］ 特筆事項：土器の色調の計測には、土壌の色調を計測する土色計を用いることで客観性を担保した。



































英文）A multidisciplinary study of sustainable maintenance of geo-heritage: 




氏　名 所属・職名 専門分野 役割


















































プ「人類史を巡る文理融合方法論の最前線（Integration of Humanities with 





















学際性の有無 ［ 有 ］ 参加した専門分野数：［３］　分野名称［地質学　考古学　人類学］
文理連携性の有無 ［ 有 ］ 特筆事項：文理融合で国内外のネットワーク作りが機能しており、海外で競争的資金を得るなどの実績もある。




























Integration of Humanities with Sciences: New Logistics understanding Human Adaptations in Northeast 
Asia Organizers: Tatsuki Tsujimori, Yoshitaka Kanomata, Hiroki Takakura
Date:  February 17, 2020
Venue:  Tohoku Forum for Creativity, Tohoku University Katahira Campus
  2-1-1 Katahira, Aoba-ku, Sendai, Miyagi, Japan 980-8577
Invited Speakers: 
◦ Dr. Lasse Sørensen （The National Museum of Denmark）
◦ Professor Minoru Yoneda （The University Museum, The University of Tokyo）
◦ Dr. Daria Ivanova （Far Eastern Federal University）
◦ Dr. Takahiko Ogawara （Fossa Magna Museum）
Description （Aim）: Four workshops under the thematic program “Geologic Stabilization and Human 
Adaptations in Northeast Asia （2018–2019）”, sponsored by the Tohoku Forum for Creativity （TFC）, 
achieved a big success and reached the consensus to keep on the efforts for integrating humanities 
with sciences. As a follow-up from past workshops, we will run a short workshop on integration of 
humanities with sciences. This short workshop focuses into discussing new logistics to understand 
human adaptations in Eurasia, including Northeast Asia. Invited speakers have been working on 
different aspects of interdisciplinary studies combining humanities with science. Their expertise and 
past accomplishment are most important for the success of this workshop. This short workshop also 
aims to provide opportunities for educating young generation. 
PROGRAM: 
13:00–13:10 Opening remark by Hiroki Takakura
13:10–14:00 Lasse Sørensen 'Tools of transformation — a Study of jade objects in The International 
Network on Jade Cultures'
14:00–14:30 Break and group photo
14:30–15:20 Minoru Yoneda 'Radiocarbon dating and isotopic analysis of foodcrust on the Incipient 
Jomon pottery: Re-evaluation of emergency of pottery of Japan'
15:20–15:30 Break
15:30–16:00 Takahiko Ogawara 'Sustainable development of Itoigawa UNESCO Global Geopark — 
Jade culture, research, protection and conservation'
16:00–16:20 Discussion and Break
16:20–16:50 Daria Inanova 'On Turning Points in Development of Neolithic-Paleometal cultures in 
the Primorye and the Japanese Archipelago: Environmental Background, Technological 
Changes, Archaeological Terminology'































































































































































































































































































９　シカゴ大学「2019 Reading Kuzushiji Workshop」































































































































































































































































































パストル ガラン ダニエル（兼務教員、学際科学フロンティア研究所 助教）
「Earth on time」
第67回（2019年７月29日）フローレス レイス ケネット エドゥアルド（外国人研究員）
「Jade: An epic journey from the depths of Earth to the museum halls of New York」
第68回（2019年９月30日）ヴィクトル・コンドラーシン（客員教授）
「New edition of the academic history Russia by The Institute of Russian History of the 










































































































































◦ Focus: Where Does China Come from, What Is It, and Where Is It Going ?
◦ Recent Events: Transboundary Comparative Study on Mobility, Fluidity and Infrastructure
◦ Recent Events: Guardians of Rivers
◦ Recent Events: The Date City Institute of Funkawan Culture （Hokkaido） and the Center for 
Northeast Asian Studies Hold an Annual Lectures Series to Utilize the Results of Research in the 
Field of Regional Studies
◦ Recent Events: The Origin and Evolution of Life: Global Change in the Past and Near Future
◦ Awards: Paper co-authored by Assistant Professor Atsushi Ishii awarded the 2017 Sustainability 
Science Best Paper Award
◦ Awards: Toshikazu Tanaka （Research Fellow） is the recipient of the 24th Japan Association for 
Nilo-Ethiopian Studies Takashima Award
◦ New Staffs and Visiting Scholars 
◦ Publications 
◦ Letters: Munkhtseren ZOLZAYA, MSUAC, ass. Professor, Dr. Mongolian State University of Arts and 
Culture


































　　　　“The Rising Voice and Changing Leadership of Indigenous People in the Context of    



















































❷ アレイ GPR システム「やくも」を用いた舗装体検査（菊田和孝、佐藤源之）　
※❷～⓬〔佐藤研究室〕 
❸ 17 GHz MIMO Antenna Array for GPSAR Applications
－ 156 －
　　（Anwer Sayed Abdelhameed Ahmed, 佐藤源之） 
❹ Reconstruction of ISDB-T TV signal for passive radar applications（馮 為可、佐藤源之） 
❺ Bistatic fully Polarimetric Measurement by Ground-Based SAR（王 蘇芸、佐藤源之） 
❻ 偏波 GB-SAR による地滑り斜面危険予測（泉 佑太、佐藤源之） 
❼ Compact antenna design for concrete wall monitoring（郭 佶璵、佐藤源之）
❽ Cross and Co- Polarization effect of Bow Tie Antenna in Pipes Detection Applicat
　　（Noha Ismail Medhat Mohamed Ismail, 佐藤源之）
❾ Fundamental Study on Detection of Linear Objects by Ground Penetrating Radar
　　（王 元振、佐藤源之） 
❿  Geocoding for Optimizing Landslide Monitoring（Delima Canny VALENTINE, 佐藤源之） 
⓫ MIMO レーダを用いた干渉 SAR による表面変位測定（秋山祐也、佐藤源之） 
⓬ interpolation for CMP by using RBF network basing on Low rank separation（周 昶宇、佐藤源之）
◆17：30　閉会 
国際研究集会「The Politics and Pitfalls of Maritime Governance：An international seminar
by the UK-Japan Network on the Political Ecology of Coastal Societies」
日　時：2019年６月17-19日
場　所：イギリス・アバディーン大学
共　催：英国経済社会経済会議（ESRC）, University of Aberdeen, Tohoku University, Green 
　　　　Economy Research Centre 
後　援：英国経済社会経済会議（ESRC）
MONDAY 17 JUNE 
SEMINAR ROOM 224 SIR DUNCAN RICE LIBRARY 
16:00 Formal welcome and reception. Opening remarks by Professor Hiroki Takakura and 
Professor David G. Anderson Principal Investigators
19:00 Conference dinner at MacDonald Pittodrie House Hotel.
TUESDAY 18 JUNE
SEMINAR ROOM 224 SIR DUNCAN RICE LIBRARY
9:30 Registration and refreshments
Session 1: Introduction – Theoretical perspectives on Political Ecology
10:00 The Political Ecology of Coastal Societies.
Prof. David G. Anderson （Aberdeen）
10:10 Disaster Studies from the Perspective of Political Ecology.
Prof. Hiroki Takakura （University of Tohoku）　
Session 2: The Foreshore - Tenure Rights between Land and Sea
10:30 The local perception among Iso fishermen in Miyagi.
Prof. Hiroki Takakura （Tohoku）
10:40 Communal Wellbeing among Competitive Fishermen.
Prof. Taku IIDA （Minpaku）
10:50 Who owns the sea? Investigating enclosure and privatisation in Scotland’s seas Stephanie 
Weir （Herriot Watt,ICIT, Stromness）
－ 157 －
11:00 Beach-combing and the entangled relationship with the sea.
Rebecca Ford （University of the Highlands and Islands, Orkney）
11:10 Refreshments
Session 3: The Resilience of Coastal Livelihoods
11:30 Coastal walking and pathmaking.
Dr. Jo Vergunst （Aberdeen）
11:40 Golf courses and conflict in a social-ecological seascape in Scotland
Dr. Tavis Potts （Aberdeen）
11:50 Resumption of Coastal Whaling in Japan
Prof. Jun Akamine （Hitotsubashi）
12:00 How does cultural context influence reactions to marine development? 
A case study.
Dr. Sandy Kerr （Herriot Watt,ICIT, Stromness）
12:30 Lunch
Session 4: Sea walls – Barriers or Enablers of Coastal Life
14:00 Lives and lifeways in the new “seawall era”
Prof. Alyne Delaney （Tohoku）
14:10 The logic of a fishing village over the height of the seawall.
Nao Sakaguchi （Tohoku）
14:20 "It is what binds people together." Maintaining the dyke in North Ronaldsay, United-Kingdom.
Laura Goyhenex （Université de Versailles Saint Quentin en Yvelines）
14:30 Working with nature: the social and cultural values of saltmarshes.
Dr. Emma McKinley （Cardiff）
15:00 Excursion to the seawall and harbour of the City of Aberdeen
16:30 Excursion to the mouth of the river Ythan
19:00 Dinner at Newburgh Inn
Wednesday 19 JUNE  
MEETING ROOM 17TH FLOOR SIR DUNCAN RICE LIBRARY 
Session 5 The New Blue-Green Economy in Sea Algae Harvesting
10:00 What Matters for Natural Kelp Collectors and Kelp Aquafarmers?
Prof. Taku IIDA （Minpaku）
10:10 From‘Black diamonds’to‘black paper:’ Nori seaweed cultivation in northeastern Japan
Prof. Alyne Delaney （Tohoku）
10:20 Traditional and Contemporary Uses of Sea Weed Resources in Rural
Japanese Communities
Prof. Shiaki KONDO （Hokkaido）
10:30 Seeing through the weeds of Ireland’s kelp harvesting: how practices and politics threaten a 
traditional tenure system
Dr. Liam Carr （NUI Galway）
10:40 Seaweed, industrial salts, and iodine: Booms and busts in Scottish seaweed industries and the 
implications of harvesting rights.
－ 158 －
Dr. Rob Wishart （Aberdeen）
10:50 The SIFT campaign to ban the mechanical dredging of kelp in Scotland
Dr. Alex Watson Crook （SIFT）
Session 6 Coastal Conservation
11:00 A Right to Survive with Dynamite fishing?
Prof. Kyoko UEDA （Sophia University, Tokyo）
11:20 Geese across boundaries in the UK and beyond
Dr. Andrew Whitehouse （Aberdeen）
11:30 Precautionary approach for the harvest of the commercial seaweed Ascophylum nodosum in 
North Uist, Scotland.
Malcom Gibson and Raul Ugarte （Uist Asco, North Uist, Scotland; Acadian Seaplants Ltd, 
Dartmouth, NS, Canada）
12:30 Lunch
14:00-17:00 Roundtable on Coastal Ecologies
東北アジア研究センター第２回「みちのく歴史講座」
日　時：2019年７月27日（土）13時～ 15時（受付開始12時30分）





Mobilities in the Qing Empire Revisited: Case of Mongolia
日　時：2019年７月20日（土）、21日（日）
Date : 20-21 July, 2019
場　所：東北アジア研究センター大会議室（436室）
　　　　（東北大学川内北キャンパス川北合同研究棟４階）
Venue : Center for Northeast Asian Studies, Tohoku University
　　　  Conference room No.436, Kawauchi Research Forum F4, Kawauchi north campus
人間文化研究機構北東アジア地域研究推進事業東北大学東北アジア研究センター拠点 主催
Organized by Unit for the Collaborative Study on the Environment and Resources of Northeast Asia, 
CNEAS, TU.
▼７月20日（土）13:30-17:00
　20 July, 2019, Saturday
【趣旨説明】　堀内香里（東北大学）




O. Oyunjargal （Mongolian National University）
－ 159 －
「モンゴル国における清代モンゴル史研究の現状と課題」
“The current state of research on Mongolian history during Qing era in Mongolia”
岡洋樹（東北大学）
OKA Hiroki （Tohoku Univ.）
「家畜窃盗事案から見る乾隆期のモンゴルにおける人の移動について」
“Human migration in the Mid-Qing Mongolia observed in the cases of livestock thievery”
▼７月21日（日）10:00-17:30
　21 July, 2019, Sunday
柳澤明（早稲田大学）
YANAGISAWA Akira （Waseda Univ.）
「「内旗」と「外旗」の境界を越えて：黒龍江地域の事例から」
“Over the border between “Inner” and “Outer” banners: from cases of Heilongjiang region”
中村篤志（山形大学）
NAKAMURA Atsushi （Yamagata Univ.）
「結集するハラチン・ディアスポラ：遊牧社会における駅站の諸相」
“The Kharachin diaspora gathered in relay stations of Kahlkha: aspects of relay stations in nomadic 
society”
佐藤憲行（復旦大学）
SATO Noriyuki （Fudan Univ.）
「イフ・シャビの商業活動と旅蒙商」
“On Ikh Shavis’ commercial activities and Chinese merchants”
斉英（内蒙古師範大学）
QIYING （Inner Mongolian Normal Univ.）
「年班制度とモンゴル貴族：乾隆年間におけるハラチン中旗ザサグ・ノヤンの諸費用について」
“Annual-meeting regulations and Mongol nobles: taking the expenditure on annual-meeting
 regulations by the Jasak of Kharachin Middle Banner as an example during the reign of Qian-long 
Emperor”
井上岳彦（大阪教育大学）
INOUE Takehiko （Osaka Kyoiku Univ.）
「旅行先としての清帝国：カルムィク人・ブリヤートの「旅行記」から」




Манж Чин улсын алба ба монголчуудын шилжилт хөдөлгөөн: Гэр харуулын жишээгээр.









































































































THE RUSSIA-JAPAN WORKSHOP 2020 Russia-Japan Forum of Asian Studies I
日露ワークショップ　日露アジア研究フォーラム１
Organized by
Center for Northeast Asian Studies, TU
Graduate School of International Cultural Studies, TU,
The Institute of Humanities, NSU,
and 
The School of Arts and Humanities of FEFU
Date: 10 （Mon.）-11 （Tue.） February, 2020
Venue: Kawauchi Research Forum, 4F. Conference Room 436




Opening remarks 1 （Prof. TAKAKURA Hiroki）
Opening remarks 2 （Prof. VOYTISHEK Elena）






PODALKO Petr （Prof. Aoyama Gakuin University）
“Russian Language in Japan”
14:10-14:50
Lecture 2
LIM Sofia （Prof. Far Eastern Federal University）
“Democratic Movement at Japanese Universities （1917 - 1932）”
Presentations: （in alphabetical order）
15:10-15:30
Presentation 1
ISHII Kaori 石井花織 （Grad. Sch. of Environmental Studies, Tohoku University）
“Flow of Things and Value: How waste is turned to resource by informal waste-recovery”
15:30-15:50
Presentation 2
KUZOVKOV Maksim （Institute of Humanities, Novosibirsk State University）
“Migrants in the Labor Force of Modern-Day Japan: Issues and Their Solutions”
15:50-16:10
Presentation 3
SATO Jūgo 佐藤重吾 （Grad. Sch. of Environmental Studies, Tohoku University）
“Local Landscape and Environmental Politics―In the case of construction of wind power plants on 
the sea in Akita prefecture―”
16:20-16:40
Presentation 4
TATEUCHI Kai 舘内魁生 （Grad. Sch. of Arts and Letters, Tohoku University）
“Color Variations on Pottery and Its Distribution in Heian Period Japan: A Case Study of Pottery in 
the Provincial Center of the Northeastern Region of Japan”
16:40-17:00
Presentation 5
RAZGLYADNAYA Lyudmila （Institute of Humanities, Novosibirsk State University）




VOYTISHEK Elena （Prof. Novosibirsk State University）




OKA Hiroki （Prof. Tohoku University）
－ 164 －
“Mongolian Migrant Laborers in the Qing Era Mongolia”
13:00-13:20
Presentation 6
AOKI Ryūichi 青木竜一 （Grad. Sch. of Arts and Letters, Tohoku University）
“Wen 文 ” and “Wu 武 ”in the Bureaucracy of the Later Han Dynasty: Focusing on the Ideology and 
the Institutions of Military Affairs”
13:20-13:40
Presentation 7
ZHOU Yueshan周玥珊（Grad. Sch. of Arts and Letters, Tohoku University）
““Wen 文 ” and “Wu 武 ”in the Bureaucracy of the Later Han Dynasty: Focusing on the Ideology and 
the “Summary-Imperial cortege in Tang dynasty in China”
13:40-14:00
Presentation 8
AKULICH Gleb （School of Arts and Humanities, Far Eastern Federal University）
“Nonconformism in USSR in 1965-1985”
14:10-14:30
Presentation 9
WU Xiaotong 武暁桐 （Grad. Sch. of International Cultural Studies, Tohoku University）
“Nationalist Party’s Propaganda Policy in Beiping,1928”
14:30-14:50
Presentation 10
ZHANG Xiaorong 張小栄 （Grad. Sch. of Environmental Studies, Tohoku University）




Closing Remarks （Prof. Oka）
国際ワークショップ（知のフォーラムフォローアップ）






Integration of Humanities with Sciences: New Logistics understanding Human Adaptations in 
Northeast Asia
Organizers: Tatsuki Tsujimori, Yoshitaka Kanomata, Hiroki Takakura
Date:February 17, 2020
Venue:Tohoku Forum for Creativity, Tohoku University Katahira Campus 2-1-1 Katahira, Aoba-ku, 
Sendai, Miyagi, Japan 980-8577
－ 165 －
Invited Speakers:
◦ Dr. Lasse Sørensen （The National Museum of Denmark）
◦ Professor Minoru Yoneda （The University Museum, The University of Tokyo）
◦ Dr. Daria Ivanova （Far Eastern Federal University）
◦ Dr. Takahiko Ogawara （Fossa Magna Museum）
Description （Aim）: Four workshops under the thematic program “Geologic Stabilization and 
Human Adaptations in Northeast Asia （2018–2019）”, sponsored by the Tohoku Forum for 
Creativity （TFC）, achieved a big success and reached the consensus to keep on the efforts for 
integrating humanities with sciences. As a follow-up from past workshops, we will run a short 
workshop on integration of humanities with sciences. This short workshop focuses into discussing 
new logistics to understand human adaptations in Eurasia, including Northeast Asia. Invited 
speakers have been working on different aspects of interdisciplinary studies combining humanities 
with science. Their expertise and past accomplishment are most important for the success of this 
workshop. This short workshop also aims to provide opportunities for educating young generation.
PROGRAM:
13:00–13:10　　Opening remark by Hiroki Takakura
13:10–14:00　　Lasse Sørensen 'Tools of transformation — a Study of jade objects in The 
International Network on Jade Cultures'
Abstract: Currently many researchers working with jade are facing some of the overall problems 
regarding provenance analysis of jade objects, which is of cardinal importance when trying to 
entangle past societies exchange, network and mobility patterns. One of these studies focused 
on a previously unknown exploitation of jade during the Neolithic and Bronze Age in the Aegean 
on the Cycladic island of Syros. During sampling, several flakes and preforms of considerable 
age were identified, demonstrating, for the first time, the presence of several knapping places 
around the large jadeite boulders on Syros. In order to classify the specific trace elements from the 
source of Syros a series of investigations has been initiated using peterographic studies combined 
with radiospectrometry, XRD and ICP-analysis. Comparable studies indicate the emergence of a 
previously unknown exchange network of jade objects initiated by Neolithic societies covering the 
whole Eastern Mediterranean region from the 7th to 3rd millennium BC. The challenges from this 
particular project gave birth to the idea of establishing The International Network on Jade Cultures, 
where the aim is to integrate researchers from areas of archaeology, archaeometry, geology, 
mineralogy, geochemistry and socio-economics, which is concentrating on developing new tools 
for transforming and challenging our current understanding of prehistoric Jade Cultures around 
The World using a multi-interdisciplinary approach. The purpose of establishing The International 
Network on Jade Cultures is to gain new knowledge of the sources, the distribution of prehistoric 
jade assemblages and to compare their chemical composition, which will enable us to identify 
previously unknown sources, prehistoric meeting places, exchange networks, trading paths and 
routinization of routes within these jade exploiting cultures around The World.
（Keywords: Jade, interdisciplinary research, provenance-analysis, Aegean, exchange, mobility）
14:00–14:30　　Break and group photo
14:30–15:20　　Minoru Yoneda 'Radiocarbon dating and isotopic analysis of foodcrust on the 
－ 166 －
Incipient Jomon pottery: Re-evaluation of emergency of pottery of Japan'
15:20–15:30　　Break
15:30–16:00　　Takahiko Ogawara 'Sustainable development of Itoigawa UNESCO Global Geopark 
— Jade culture, research, protection and conservation'
16:00–16:20　　Discussion and Break
16:20–16:50　　Daria Inanova 'On Turning Points in Development of Neolithic-Paleometal cultures 
in the Primorye and the Japanese Archipelago: Environmental Background, 
Technological Changes, Archaeological Terminology'
16:50–17:00　　Closing remark by Tatsuki Tsujimori
国際ワークショップ




For English information, please check the flyers and programs attached.
プログラム
２月19日　16：00-19：00





１．Elisabeth Anstett, （CNRS, フランス）大量死における不完全な身体と遺体の断片の困難な問題


































Practices for Energy Transition & Energy Democracy in East Asia 
: Towards an East Asian Renewable Energy Community
Date: Saturday, February 22, 2020 9：30 ～ 12：00




Jusen ASUKA （Tohoku University）
Speakers
◦ YUN Sun-jin （Seoul National University）
“Achievement of and Challenge to One Less Nuclear Power Plant in Seoul”
◦ LIN Tze-Luen （National Taiwan University）
“Energy Transitions and Democracy in Taiwan”
◦ ZHAO Ang （Rock Environment and Energy Institute）
“To Inform a More Inclusive and Systematic Energy Transition Policy Making in China: a 
Perspective of REEI”
◦ FURUYA Shota （Institute for Sustainable Energy Policies）















































































































　1）　書評「История Дальнего Востока России, том 3, книга 2: Дальний Восток России в эпоху советской 




































































































Verlag der Kulturstiftung Sibirien | SEC Publications Member of Editorial Board of Studies in Social 
and Cultural Anthropology　2011年４月～現在
大同生命地域研究賞選考委員会大同生命地域研究賞推薦委員　2013年４月～現在
Северо-Восточный гуманитарный вестник（ИГИ и ПМНС, СО РАН）Foreign member　2014年４月～
現在




Editorial Advisory Board of Journal Sibirica（Berghahn）Member of Edirotial Board　2018年１月～
2022年12月
Science Academy of Sakha Repblic（Yakutiia）, Russian Federation Member　2018年３月～現在



























Intangible cultural heritage in emergencies: Disaster[UNESCO Expert Meeting on Intangible Cultural 
Heritage in Emergencies]
　（2019年５月21日～ 2019年５月21日）口頭（招待・特別）
The local perception of coast on/off disaster among Iso fishermen in Miyagi[The Politics and Pitfalls 
of Maritime Governance, University of Aberdeen, 17-19 June 2019]
　（2019年６月18日～ 2019年６月18日） シンポジウム・ワークショップ・パネル（指名）
Disaster Studies from the Perspective of Political Ecology[The Politics and Pitfalls of Maritime 
Governance, University of Aberdeen, 17-19 June 2019]
　（2019年６月18日～ 2019年６月18日） 口頭（基調）
The Role of Culture in Time of Crisis: Collectivism and Individualism in the Coastal Fishing after 2011
East Japan Earthquake and Tsunami[Crossing Borders: Past and Future of Japanese Studies in the 
Global Age （Prague, Academy of Science of Czech Republic, October 11-12, 2019）]
　（2019年10月12日～ 2019年10月12日）口頭（招待・特別）
Overviewing the recent past and some expectation from the cross-cutting disciplinary challenge of 


























　1）　Трансформация горнодобывающего предприятия и ее влияние на окружающую территорию: опыт 
Японии и уроки для России. [Староосвоенные районы: генезис, исторические судьбы, современные 
тренды развития. Отв. редактор В. Н. Стрелецкий. Материалы сессий экономико-географической 
секции Международной академии регионального развития и сотрудничества. Т. 35. Москва, ИП 
Матушкина ИИ, （35）,（2019）, 280-290]（査読あり）
Д. Бйамбаджав, Т. В. Литвиненко, Ю. Ойши , М. Сиотани, Х. Такакура
　2）　A platform for multidisciplinary research in disaster science through experiences from the 2011 
Tohoku earthquake and Tsunami. [Journal of Disaster Research, 14（9）,（2019）, 1318-1322]（査
読あり）
Fumihiko Imamura, Hiroki Takakura, Toru Matsuzawa, Kiyoshi Ito
　3）　変化と適応．［北極の人間と社会 - 持続的発展の可能性（田畑伸一郎、後藤正憲編、北海道大学
出版会）,（2020）, 123-150］（査読あり）





　2）　Permafrost and Culture: Global Warming and Sakha Republic （Yakutia）, Russian Federation （in 






















































Muslim Marriages and Divorces in the Late Nineteenth-Century Volga-Ural Region[International 
Workshop “Contested Legal Practices in the Long Nineteenth Century: The Volga-Ural Region, Kazakh 







第13回近代中央ユーラシア比較法制度史研究会／ Historical and Comparative Studies of Law and 




















　2）　“My Autobiography” by Ḥasan ʿAṭāʾ Gabashī in 1928: ʿUlamāʾ and Soviet Power. [Fuchu, Tokyo: 
Research Institute for Languages and Cultures of Asia and Africa, Tokyo University of Foreign 
Studies,（2020）３月 ]
FARKHSHATOV, Marsil N., ISOGAI, Masumi, Ḥasan ʿAṭāʾ Gabashī
総説・解説記事（2019年４月～ 2020年３月）


















とができた（ISOGAI, Masumi “Muslim Marriages and Divorces in the Late Nineteenth-Century Volga-
Ural Region,” International Workshop “Contested Legal Practices in the Long Nineteenth Century: The 












ミルを公刊した（Marsil N. FARKHSHATOV and ISOGAI Masumi eds.“My Autobiography” by Ḥasan ʿAṭāʾ 
Gabashī in 1928: ʿUlamāʾ and Soviet Power, Fuchu, Tokyo: Research Institute for Languages and Cultures of 










































































































































また２月10・11日に開催された日露ワークショップ「Russia-Japan Forum of Asian Studies I」を主














日本考古学協会，日本旧石器学会，European Society for the study of Human Evolution，日本第四
紀学会，考古学研究会，International Union of Prehistoric and Protohistoric Sciences, Association of 
Archaeological Wear and Residue Analysts，日本人類学会，Asian Paleolithic Association
学会活動





















Emergence of the complex multi-faceted sequences in human tools[Evolinguistics Workshop 2019]
　（2019年５月25日～ 2019年５月25日，Tokyo）口頭（一般）





















　1）　Were tanged points mechanically delivered armatures? Functionaland morphometric analyses 
of tanged points from an Upper Paleolithic site at Jingeuneul, Korea. [Archaeological and 
Anthropological Sciences, 11 （6）, （2019）, 2453-2465]（査読あり）
Lee, G-K, and Sano, K.
　2）　Lithic technology, chronology, and marine shells from Wadi Aghar, southern Jordan, and Initial 
Upper Paleolithic behaviors in the southern inland Levant. [Journal of Human Evolution, 135, 
（2019）, 10246]（査読あり）
Kadowaki, S., Tamura, T., Sano, K., Kurozumi, T., Maher, L.A., Wakano, J.Y., Omori, T., Kida, 
R.,Hirose, M., Massadeh, S., Henry, D.O.
　3）　The earliest evidence for mechanically delivered projectile weapons in Europe. [Nature Ecology 
& Evolution, 3 （10）, （2019）, 1409-1414]（査読あり）
モンゴル・中央アジア研究分野
－ 189 －
Sano, K., Arrighi, S., Stani, C., Aureli, D., Boschin, F., Fiore, I., Spagnolo, V., Ricci, S., Crezzini, J., 









１つ目は、EU の ERC プロジェクト SUCCESS（ERC-724046、代表：Stefano Benazzi）と日本の
JSPS 科研プロジェクト（若手研究（A）15H05384、代表：佐野勝宏）の共同研究の成果で、2019年






















究成果は、Elsevier 社の科学誌Journal of Human Evolution（Impact factor: 3.155）に掲載された。
今年度立ち上げた大型プロジェクトの一つは、東北大学が９月に創設した研究プロジェクト「新領































































































































































































































































































　1）　原発推進温暖化対策は建前、本音は？．［前衛 , （2019）, 81-92］
明日香壽川
　2）　Discursive resistance to phasing out coal-fired electricity: Narratives in Japan’s coal regime. 
[Energy Policy, 132,（2019）, 782-796]







































































































































Japan’s return to commercial whaling brings criticism from conservationists and praise from 






Earth System Governance Project Senior Research Fellow　2018年05月～現在




















　1）　Beyond solutionist science for the Anthropocene: To navigate the contentious atmosphere of 
solar geoengineering. [Anthropocene Review,（2019）]（査読あり）
Asayama S, Sugiyama M, Ishii A, Kosugi T.
本年度の研究成果の研究史上の意義・新知見など
１．地球環境変動ガバナンスに関する社会科学の分野では世界最大の研究団体である地球システムガ
バナンスプロジェクト（Earth System Governance Project）の科学諮問委員会の委員（2018年11
月から３年任期）に就任した。同委員の取り組みとしては、2019年９月にメキシコで開催され
た年次大会の運営などに携わった。
２．地球システムガバナンスプロジェクト（Earth System Governance Project）の科学計画の執筆
（2016年～ 2018年11月まで）に貢献した。そのサマリーが Burch et al.（2019）として Earth 
System Governance 誌に掲載され、2020年５月８日時点で、同誌の Most popular な記事にラン







づけたのが、Asayama et al.（2019）であり、The Anthropocene Review（IF：3.111、６年間 IF：
6.289）という高インパクトに掲載され、2020年５月８日時点で、同誌の Most read（6 ヶ月間











1993年５月　Macalester College, St.Paul, MN, USA 卒業 （B.A. Anthropology/Japan Studies）
2003年４月　University of Pittsburgh 卒業（Cultural Anthropology; Certificate in Asian Studies）
2003年４月　Institute for Fisheries Management and Coastal Community Development, Post-doctoral 
　　　　　     Fellowship, Hirtshals, Denmark
2007年７月　Aalborg University, Department of Planning, Aalborg, Denmark Assistant Professor






◦ International Association for the Study of the Commons
◦ Society for Applied Anthropology
　 -- Topical Interest Group, Risk and Disasters
◦ American Anthropological Association （AAA） 
　 -- Anthropology and Environment Section
　 -- Culture and Agriculture  
　 -- East Asia Section
◦ European Association for Social Anthropology
　 -- Disaster and Crisis Anthropology Network
◦ The European Association for Japanese Studies




◦社会的・環境サステナビリティのため社会科学の利用の研究 [Using social science for social and 
environmental sustainability] （2018-2019）
◦科研 C「津波被災地の地域農業・漁業復興における在来知と災害リスク軽減研究」（Using 
ethnography to understand the role of Local Ecological Knowledge in the recovery of farming and 




沿岸文化、災害 , 映像人類学 ,　漁業権、入り会い、社会的持続可能性とレジリエンス、日本、グリー
ンランド、ヨーロパの漁業地 , social impact assessment
外部機関における活動　activities at outside resources
Editorial Advisory Board of the Journal of Maritime Studies
Editorial Advisory Board Nature Conservation
Member of the Board
Centre for Maritime Research （MARE）, Amsterdam, the Netherlands
行政機関（government agencies）・企業（companies）・ＮＰＯ等参加 
Sea and Shore, The North Sea Centre, Hirtshals, Denmark. 2012-present
International Scientific Advisory Committee Member
Dutch Pulse Trawl Research Programme 2015-2019. Ministry of Economic Affairs and Agriculture, 
The Netherlands







Ex officio member of the Board, International Association for the Study of the Commons
研究論文（2019年４月～ 2020年３月）
　1）　Socio-cultural values as a dimension of fisheries governance: The cases of Baltic salmon and 
herring. [Environmental Science and Policy, 94,（2019）, 1-8]
Suvi Ignatius, Alyne Delaney, Alyne Delaney, Päivi Haapasaari, Päivi Haapasaari
　2）　How to improve governance of a complex social-ecological problem? Dioxins in Baltic salmon 
and herring.（査読あり）
Hapaasaari, P., S. Ignatius, M. Pihlajamäki, J. Tuomisto, and A. Delaney
　3）　Innovative and traditional actions: Women’s contribution to sustainable coastal households and 





My research focuses on social sustainability and resilience in two areas:
◦ using social science for social and environmental sustainability; and
◦ investigating social sustainability and resilience in coastal communities which includes 
investigating themes such as disasters, cultural heritage and place-based identity.
Using social science for social and environmental sustainability has included research and applied 
research internationally and domestically. Internationally, I continue to provide advice to policy 
makers, managers, and local stakeholders on how social science can be included in management of 
natural resources and into management and policy. In addition to my on-going work with European-
based advisory bodies, some new work in 2019 included advising on an intangible maritime cultural 
heritage （無形沿岸文化遺産） application by IIMRO （Irish Islands Marine Resource Organisation） to 
the Irish government. I was also invited to speak at a workshop hosted by the （Japanese） National 
Fisheries Cooperative Association and Tokyo University where I explained the European system of 
fisheries management and current issues surrounding the fisheries in the EU.
Domestically, my research focused on local knowledge, cultural heritage, and innovation in Japanese 
coastal communities for social sustainability and resilience. During 2019’s research, I continued to 
look at innovation by seaweed cultivators- and women using seaweed- and showed how this gives 
locals a new sense of purpose and identity （paper: “From ‘Black diamonds’ to ‘black paper:’ Nori 
seaweed cultivation in northeastern Japan” presented at the the Politics and Pitfalls of Maritime 
Governance workshop, Aberdeen, Scotland）. My community and disaster research continues with 
two academic presentations on impacts of 3.11, one on cascading disasters （“Cascading marine 
disasters in a Japanese community.” NEEDS 2019, Uppsala, Sweden） and another at the Japan 
Anthropology Workshop （JAWS, Aarhus, Denmark） with the paper “Spaces” to “Places” and back to 
“Spaces” again: the Re-adjustment of lives and lifeways in the new “Seawall Era.” Both papers show 
the challenges continued to be faced by fishermen and coastal residents post-3.11.
My work on resilience and adaptation also extends to coastal cultural heritage （無形文化遺産） where 
my work is on-going into how heritage can foster resilience in coastal communities; research included 
working internationally to develop a framework for preserving and utilizing cultural heritage. This 
was presented at MARE People and the Sea （Amsterdam, NL） and was submitted as a publication 
in December 2019 （“Conceptualizing Coastal and Maritime Cultural Heritage （CMCH） through 
Communities of Meaning and Participation”）.
In 2019, I had three publications related to using social science for environmental sustainability. The 
first involved using social science methods for analyzing a complex socio-ecological problem （dioxin 
in fish in the Baltic Sea）; two publications involved using social science for improved fisheries 





◦社会的・環境サステナビリティのため社会科学の利用の研究 [Using social science for social and 
environmental sustainability] （2018-2019）
◦科研 C「津波被災地の地域農業・漁業復興における在来知と災害リスク軽減研究」（Using 
ethnography to understand the role of Local Knowledge in the recovery of farming and fishing in 
the post-3.11 Era） （2017-2020 （March））
◦科研 C 「Revitalising/Re-imagining the Commons in an era of social and environmental change: A 




Arias-Schreiber, M., Linke, S., Delaney, A.E. and Jentoft, S., 2019. Governing the Governance: 
Small-Scale Fisheries in Europe with Focus on the Baltic Sea. In  Chuenpagdee and Jentoft （eds.） 
Transdisciplinarity for Small-Scale Fisheries Governance: Analysis and Practice  （pp. 357-374）. 
Springer, Cham.
Peer-reviewed research articles
Delaney, A., Arias-Schreiber, M., and J. Alfaro-Shigueto. 2019. “Innovative and Traditional Actions: 
Women’s Contribution to Sustainable Coastal Households and Communities. Examples from Japan 
and Peru.” Maritime Studies . 18（3）, 1-9. December 2019.
Ignatius, S., Delaney, A. and Haapasaari, P., 2019. Socio-cultural values as a dimension of fisheries 
governance: The cases of Baltic salmon and herring. Environmental Science & Policy, 94 , pp.1-8 （April 
2019）.
Haapasaari, P., Ignatius, S., Pihlajamäki, M., Sarkki, S., Tuomisto, J.T. and Delaney, A., 2019. “How to 
improve governance of a complex social-ecological problem? Dioxins in Baltic salmon and herring.” 
Journal of Environmental Policy & Planning, pp.1-13.
2019 Conference presentations 学会発表
“From “Spaces” to “Places” and back to “Spaces” again: the Re-adjustment of lives and lifeways in the 
new “Seawall Era.” デレーニ・アリーン . In the panel  Triple disasters of recovery?: Private memory, 
selective memorialization and rationalized governance after ‘2011.’  Japan Anthropology Workshop 
（JAWS）, Arhus, Denmark, 15-16 April 11, 2019. 2019年4月15-16日 .
“Just as we were looking to the future again…” Cascading marine disasters in a
Japanese community.” デレーニ・アリーン . Panel 16: “Multiple hazards and compound/cascading 
effects” NEEDS 2019. The Fourth Northern European Conference on Emergency and Disaster Studies. 
Uppsala, Sweden, 10-12 June 2019. 2019年6月10-12日 .
日本・朝鮮半島研究分野
－ 210 －
“Lives and lifeways in the new “seawall era” デレーニ・アリーン . Session 4: Seawalls –Barriers or 
Enablers of Coastal Life. The Politics and Pitfalls of Maritime Governance, University of Aberdeen, 17-
19 June 2019. 2019年6月18日 .
“From ‘Black diamonds’ to ‘black paper:’ Nori seaweed cultivation in northeastern Japan”  デレーニ・
アリーン . Session 5 The New Blue-Green Economy in Sea Algae Harvesting. The Politics and Pitfalls 
of Maritime Governance, University of Aberdeen, 17-19 June 2019. 2019年6月19日 .
“Three Pillars necessary for sustainable utilization of maritime cultural heritage: Space, Place, and 
Identity, Resilience and Adaptation, and Participatory Governance” デレーニ・アリーン . In the panel, 
Coastal and Maritime Cultural Heritage: Walking a fine line between utilisation and preservation in 
the Blue Growth Era.  MARE People and the Sea. June 2019.
2019 Invited Speaking





















































　1）　Formation of secondary olivine after orthopyroxene during hydration of mantle wedge: Evidence 
from the Khantaishir Ophiolite, western Mongolia. [Contributions to Mineralogy and Petrology, 
174 （11）,（2019）]（査読あり）














































































































　1）　Enigmatic incongruence between mtDNA and nDNA revealed by multi-locus phylogenomic 
analyses in freshwater snails.. [Scientific Reports,（9）, （2019）, 6233]（査読あり）
Hirano T., Saito T., Tsunamoto Y., Koseki J., Bin Ye, Van Do, Miura O., Suyama Y., Chiba S.
　2）　Divergence before and after the isolation of islands: Phylogeography of the Bradybaena land 
snails on the Ryukyu Islands of Japan.. [Journal of Biogeography, 46, （2019）, 1197-1213]（査
読あり）
Hirano T., Kameda Y., Saito T., Chiba S.
　3）　Phenotypic divergence in viviparid snails in a recently converted freshwater lagoon.. [Plankton 
and Benthos Research, 14, （2019）, 189-196]（査読あり）
Kagawa, O., Saito, T., Uchida, S., Chiba, S.
　4）　An updated checklist of land and freshwater gastropod fauna on Ulleung Island, South Korea.. 
[American Malacological Bulletin, 37, （2019）, 35-39]（査読あり）
Kimura K., Saito T., Chiba S., Pak J.H
　5）　First record of the slug species Semperula wallacei （Gastropoda: Eupulmonata: Veronicellidae） in 
Japan.. [BioInvasions Records, 2, （2019）, 258-265]（査読あり）
Hirano, T., Yamazaki, D., Uchida, S., Saito, T., & Chiba, S.
　6）　Phenotypic determinism and contingency in the evolution of hypothetical tree-like organisms.. 
[Plos One, 14,（2019）, e0211671]（査読あり）
Nonoyama, T. & Chiba, S.
　7）　Prevalence and species richness of trematode parasites only partially recovers after the 2011 
Tohoku earthquake tsunami.. [International Journal for Parasitology, 49, （2019）, 1023-1028]（査
読あり）
Miura, O., GKanaya, G., Nakai, S., Itoh, H. & Chiba, S.
　8）　Role of ancient lakes in genetic and phenotypic diversification of freshwater snails.. [Molecular 
Ecology, 23,（2019）, 5032-5051]（査読あり）
Hirano, T., Saito, T., Tsunamoto, Y., Koseki, J., Prozorova, L., Do Van Tu, Matsuoka, K., Nakai, K., 



















































Evolutionary diversification of genital morphology among endemic land snails of the Galapagos 
Islands [2019 World Congress of Malacology]
　（2019年８月～ 2019年８月）ポスター（一般）
Morphotypes and phylogeny of the marine gastropoda genus Tegula in East Asia. [International 









1） Role of ancient lakes in genetic and phenotypic diversification of freshwater snails. [Molecular
Ecology, 28（23）, （2019）, 5032-5051]（査読あり）
Hirano, T, Saito, T, Tsunamoto, Y, Koseki, J, Prozorova, L, Do, V. T, Matsuoka, K, Nakai, K, Suyama,
Y, Chiba, S
2） Cryptic diversity of limestone karst inhabiting land snails （Cyclophorus spp.） in northern
Vietnam, their evolutionary history and the description of four new species. [PLOS ONE, 14 （10）,
（2019）, e0222163]（査読あり）
von Oheimb, K.C.M, von Oheimb, P. V, Hirano, T, Do, T. V, Ablett, J, Luong, H. V, Pham, S. V, Naggs,
F
3） Divergence before and after the isolation of islands: Phylogeography of the Bradybaena land
snails on the Ryukyu Islands of Japan. [Journal of Biogeography, 46 （6）, （2019）, 1197-1213]（査
読あり）
Hirano, T, Kameda, Y, Saito, T, Chiba, S
4） First record of the slug species Semperula wallacei （Issel, 1874） （Gastropoda: Eupulmonata:
Veronicellidae） in Japan. [BioInvasions Records, 8 （2）, （2019）, 258-265]（査読あり）
Hirano, T, Yamazaki, D, Uchida, S, Saito, T, Chiba, S
地域生態系研究分野
－ 219 －
　5）　Relationship between contrasting morphotypes and the phylogeny of the marine gastropoda 
genus Tegula in East Asia. [Journal of Molluscan Studies, 85 （1）, （2019）, 24-34]（査読あり）
Yamazaki, D, Hirano, T, Uchida, S, Miura, O, Chiba, S
　6）　Enigmatic incongruence between mtDNA and nDNA revealed by multi-locus phylogenomic 
analyses in freshwater snails. [Scientific Reports, 9, （2019）, 6223]（査読あり）
Hirano, T, Saito, T, Tsunamoto, Y, Koseki, J, Ye, B, Do, V. T, Miura, O, Suyama, Y, Chiba, S
　7）　Cretaceous amber fossils highlight the evolutionary history and morphological conservatism of 
land snails. [Scientific Reports, 9, （2019）, 15886]（査読あり）


























































































Journal of Metamorphic Geology（John Wiley & Sons）Editorial Review Board Member　2012年１月
～現在
International Geology Review（Taylor & Francis）Editorial Board Member　2013年１月～現在
Geologica Acta 誌（Biblioteca de Geologia: UB-CSIC）Managing Scientific Editor　2013年１月～現在
Associated Editor Island Arc（John Wiley & Sons）　2016年１月～現在
Russian Geology and Geophysics（Elsevier）Editorial Board Member　2018年７月～現在









　Frontiers in Science「科学の最前線」（オムニバス形式）　大学院教育　2019年～ 2020年
国際会議　発表・講演（2019年４月～ 2020年３月）
Geological knowledge about jadeite jade （jadeitite） for the study of jadeitite artifacts[Annual Meeting 
of the Society for American Archaeology]
　（2019年４月～ 2019年４月，Albuquerque）口頭（一般）
Asian Jade sources: Petrological diversity of jadeite jade[The 1st Jade Workshop]
　（2019年６月３日～ 2019年６月３日， Athens）口頭（招待・特別）
Timescale of eclogite-to-granulite transition in continental collision zones [The 13th International 
Eclogite Conference]
　（2019年６月24日～ 2019年６月24日，Petrozavodsk）口頭（基調）
Dating a ’princess’: Reactivation of fluid-related metasomatic process in Japanese Paleozoic 
serpentinite mélange[The 74th Annual Meeting of the Geological Society of Korea and 2019 Fall Joint 




Oxygen and hydrogen isotopes compositions of circum-Pacific blueschist-facies phengites: Insights 
into slab-derived fluid signatures[2019 AGU Fall Meeting]
　（2019年12月12日～ 2019年12月12日，San Francisco（USA））ポスター（一般）
国内会議　発表・講演（2019年４月～ 2020年３月）












日本地球惑星科学連合2019年大会 [S-MP29] [EE] Oceanic and Continental Subduction Processes
　（2019年５月26日～ 2019年５月30日，日本国，千葉）［主催］セッションのコンビーナー



















　1）　Pillow lava basalts with back-arc MORB affinity from the Usagaran Belt, Tanzania: Relics of 
Orosirian ophiolites. [Journal of the Geological Society, London, 176 （5）, （2019）, 1007-1021]
（査読あり）
Boniface, N., Tsujimori, T.
　2）　Boron isotope compositions of antigorite-grade serpentinites in the Itoigawa–Omi area of the 
Hida-Gaien Belt, Japan. [Journal of Mineralogical and Petrological Sciences, 114 （6）, （2019）, 
205-209]（査読あり）
Yamada, C., Tsujimori, T., Chang, Q., Kimura, J.-I.
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114 （6）, （2019）, 302-307]（査読あり）
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California. [Journal of Mineralogical and Petrological Sciences, 114 （6）, （2019）, 206-301]（査
読あり）
Hara, T., Tsujimori, T., Flores, E.K., Kimura, J.-I.
　5）　Greetings from the new Editors ‐ in ‐ Chief. [Island Arc, 29, （2020）, e12335]
Kano, A., Tsujimori, T.
　6）　Oceanic-arc subduction, stagnation, and exhumation: zircon U-Pb geochronology and trace-
element geochem-istry of the Sanbagawa eclogites in central Shikoku, SW Japan. [Lithos, 358-
359, （2020）, 105378]（査読あり）
Aoki, S., Aoki, K., Tsujimori, T., Satake, S., Tsuchiya, Y.
　7）　Revisiting Pb isotope signatures of Ni-Fe alloy hosted by antigorite serpentinite from the 
Josephine Ophiolite, USA. [Journal of Mineralogical and Petrological Sciences, 115 （1）, （2020）, 
21-28]（査読あり）
Kakefuda, M., Tsujimori, T., Yamashita, K., Iizuka, Y., Flores, K.E.
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plus first U-Pb age, geochemical and Nd isotope data from igneous rocks. [Gondwana Research, 
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Safonova, I., Savinskiya, I., Perfilova, A., Gurova, A., Maruyama, S., Tsujimori, T.
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Rehman, H.U., Tsujimori, T., Tsai, C.-H., Chung, S.-L.
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Khassen, B.P., Safonova, I.Y., Yermolov, P.V., Antonyuk, R.M., Gurova, A.V., Obut, O.T., Perfilova, A.A., 







　2）　一家に１枚日本列島７億年．［日本地球惑星科学連合ニュースレター誌 , 15（3）,（2019）, 1-3］
辻森樹
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Amalgamation and Stabilization of Northeast Asia: Stories before the Stone Age）」のフォローアッ
プ企画として、文理融合の国際ワークショップ「人類史を巡る文理融合方法論の最前線（Integration 















































































Is mantle upwelling required to produce intraplate magma ? – The counter example of petit-spot 
volcanoes[EGU General Assembly 2019]
　（2019年４月12日～ 2019年４月12日 , オーストリア）ポスター（一般）
Petit-spot submarine volcanoes as a geological perturbation of subducting plate[2019 GSA Annual 
Meeting]
　（2019年９月24日～ 2019年９月24日 , アメリカ合衆国 , Poenix）口頭（一般）
Petrotectonics of adakites: implications for tectonic reconstruction of the eastern Hokkaido, 
Japan[2019 GSA Annual Meeting]
　（2019年９月25日～ 2019年９月25日 , アメリカ合衆国 , Phoenix）ポスター（一般）
Petit-spot and seamount rejuvenation overprinting western Pacific plate[AGU Fall Meeting 2019]
　（2019年12月９日～ 2019年12月９日 , アメリカ合衆国 , San Francisco）ポスター（一般）
Geochemical and geological implications of in-situ basalts and petit-spot basalts since Late Cretaceous 
accretionary complexes in Japan[AGU Fall Meeting 2019]
　（2019年12月13日～ 2019年12月13日 , アメリカ合衆国 , San Francisco）口頭（一般）
国内会議　発表・講演（2019年４月～ 2020年３月）
新型火成活動「前弧アルカリマグマ」の成因と古地理の解明［山田科学振興財団2019年度研究交歓会］
　（2019年５月25日～ 2019年５月25日 , 東京）口頭（一般）
アセノスフェア組成の探究：新青丸 KS-18-9 航海による「直プチ」調査［日本地球惑星科学連合2019 
年大会］
　（2019年５月27日～ 2019年５月27日 , 千葉）口頭（一般）
Geochemical variations of the asthenosphere inferred from the geochemistry of petit-spot lavas in the 
NW Pacific plate［日本地球惑星科学連合2019 年大会］
　（2019年５月27日～ 2019年５月27日 , 千葉）ポスター（一般）
根室半島～歯舞群島・色丹島の前弧マグマがもたらす地域環境システム［東北アジア研究センター成
果報告会］
　（2019年６月３日～ 2019年６月３日 , 仙台）口頭（一般）
太平洋プレートの組成進化～海山・プチスポット・緑色岩［東京大学大気海洋研究所共同利用研究集
会「マントル物質研究からの地球史解読」］




　（2019年11月７日～ 2019年11月８日 , 東京）口頭（一般）
Rejuvenated Pacific plate on Western Pacific Seamount Province 太平洋プレートの若返り～ 南鳥
島・小笠原海台・上田海嶺 [Workshop on "Orogens, Ophiolites and Oceans: A Snapshot of Earth’s 
Tectonic Evolution"]










　1）　Petit-spot volcanoes on the oldest portion of the Pacific Plate. [Deep-Sea Research Part I, 154, 
（2019）, 103142]（査読あり）
Naoto Hirano, Shiki Machida, Hirochika Sumino, Kenji Shimizu, Akihiro Tamura, Taisei Morishita, 
Hideki Iwano, Shuhei Sakata, Teruaki Ishiii, Shoji Arai, Shigekazu Yoneda, Tohru Danhara, 
Takafumi Hirata
総説・解説記事（2019年４月～ 2020年３月）





（e.g. Fujiwara et al., 2011）や、地震波による海底下の構造探査（e.g. Kodaira et al., 2014）により議
論されてきた。また、沈み込むプレート自身に引っ張られて発生する正断層群による地形であり、海
溝海側斜面に特徴的な構造であるホルストアンドグラーベン構造から海水が地下に浸透し、沈み込む





が上昇する間の交代作用（Pilet et al., 2016）の影響が少なく、マグマ源のアセノスフェアの物質その
ものに近い成分である事が確認された（Sato et al., 2018）。これら岩石が持つ Mg、Pb などの同位体
の情報から、マグマ源としてのアセノスフェアの化学組成が天然の試料から初めて解明された（Liu, 
Hirano et al., 2020, Nature Comm.）。また、マリアナ海溝沖の南鳥島周辺の深海底からプレート凹屈


















る口頭発表（Hirano et al., 2019）、および根室半島のこれらマグマ化学組成の特異性について発表し




















































Rheological property of basaltic lava at rigid-deformable transition［日本地球惑星科学連合2019年大
会］
　（2019年５月26日～ 2019年５月30日，千葉）ポスター（一般）







　1）　近代的噴火観測事例のない火山での噴火推移予測 : 蔵王火山の例．［火山 , 64（2）, （2019）, 131 
‐ 138（J - STAGE）］


































































































　1）　NEW MODIS VEGETATION INDEX FOR BORO RICE MODEL USING 3D PLOT AND K-NN: 
BANGLADESH HAOR REGION PERSPECTIVE. [IEEE International Geoscience and Remote Sensing 
Symposium 2019,（2019）, 7322-7325]（査読あり）
Kazi A. Kalpoma, Anik Chowdhury, Nowshin Nawar Arony, Mehjabin Nowshin, Jun-ichi Kudoh
　2）　BORO RICE MODEL FOR HAOR REGION OF BANGLADESH BASED ON MODIS NDVI IMAGES. [IEEE 
International Geoscience and Remote Sensing Symposium 2019,（2019）, 7326-7328]（査読あり）
Kazi A. Kalpoma, Nowshin Nawar Arony, Anik Chowdhury, Mehjabin Nowshin Jun-ichi Kudoh
　3）　Abdullah Al Sefat and Jun-ichi Kudoh, BORO RICE YIELD ESTIMATION MODEL USING MODIS 
NDVI DATA FOR BANGLADESH. [IEEE International Geoscience and Remote Sensing Symposium 
2019,（2019）, 7330-7333]（査読あり）













































2012年～ 現在　　アレイ型 GPR による震災復興のための社会貢献
所属学会
電子情報通信学会，The Institute of Electrical and Electronics Engineers （IEEE），物理探査学会，日
本地熱学会，資源・素材学会，Society of Exploration Geophysicists（SEG），Europian Association of 







IEEE Geoscience and Remote Sensing Society 　東京支部　支部長　2006年～ 2007年
IEEE Geoscience and Remote Sensing Society 　AdCom member　2006年～ 2014年
電子情報通信学会　電磁界理論研究会　副委員長　2013年～ 2015年
IEEE Sendai Chapter　副会長　2014年～ 2016年
電子情報通信学会　電磁界理論研究専門委員会　委員長　2015年～ 2017年
URSI-F 　国内委員会　委員長　2018年～現在














































































Ground Penetrating Radar （GPR）for Environmental Studies in Mongolia［Mongolian Geology- 80］
　（2019年10月16日～ 2019年10月16日）シンポジウム・ワークショップ・パネル（指名）
ALIS Development and Activities Demonstration of Operation［第４回対人地雷禁止条約（オタワ条約）
検討会議］
　（2019年11月26日～ 2019年11月26日）口頭（招待・特別）
Integration of GB-SAR and Spatial Data Processing for Real-Time Landslide Monitoring［日本リモート
センシング学会第67回学術講演会］
　（2019年11月29日～ 2019年11月29日）口頭（一般）







IEEE International Geoscinece and Remote Sensing Syposium （IGRASS）2019
　（2019年７月28日～ 2019年８月２日，日本国，横浜）［主催］アドバイザ































　1）　ALIS dual sensor evaluation tests in 2018. [Mineaction 2019, （2019）]（査読あり）
佐藤源之
　2）　MIMO レーダを用いた干渉 SAR による表面変位測定．［電子情報通信学会信学技報 , EMT2019 
（5）,（2019）］
秋山祐也，佐藤源之
　3）　Dual sensor ALIS evaluation test in Cambodia. [SPIE Digital Library, 11012, （2019）]（査読あり）
佐藤源之
　4）　ALIS によるカンボジアでの人道的地雷除去活動．［物理探査学会第140回学術講演会論文集 , 
（2019）］
佐藤源之，菊田和孝
　5）　Passive radar imaging by filling gaps between ISDB digital TV channels. [IEEE Journal of Selected 
Topics in Applied Earth Observations and Remote Sensing, 12（7）,（2019）, 2055-2068]（査読
あり）
Feng Weike, Jean-Michel Fried, Motoyuki Sato














  10）  温度計測受動素子用アンテナの設計． ［電子情報通信学会信学技報 , SANE2019-27, （2019）］
郭佶璵，馮為可，佐藤源之
  11）  実時間地滑りモニタリングのための GB-SAR と空間データ処理の統合．［電子情報通信学会信学
技報 , SANE2019-31,（2019）］
デリマケニ - バレンタイン，佐藤源之
  12）  MIMO Antenna Array for GB-SAR.［電子情報通信学会信学技報 , AP2019-39, （2019）］（査読あ
り）
Anwer S. Abd El-Hameed, Yuya AKIYAMA, Motoyuki SATO
  13）  MIMO レーダのアジマス分解能評価．［電子情報通信学会信学技報, SANE2019-32, （2019）］（査
読あり）
秋山祐也， 佐藤源之
  14）  Passive radar for measuring passive sensors: direct signal interference suppression on FPGA 
using orthogonal matching pursuit and stochastic gradient descent. [SPIE Digital Library, （2019）]
（査読あり）
佐藤源之
  15）  アレイ型地中レーダ「やくも」を用いた舗装体の高精度誘電率水平分布推定．［電子情報通信学会
信学技報 , SANE2019-24, （2019）］
菊田和孝，佐藤源之
  16）  High-resolution Ground Penetrating Radar for Mapping Structure of Putative Ice Deposits on the 
Moon. [AOGS 16th Annual Meeting, （2019）]（査読あり）
H.Miyamoto, A.Kumamoto, T.Nishibori, T.Niihira. M.Sato, H.Sensyu, T.Iwata, M.Kobayashi, 
F.Tsuchiya and T.Tsuji
  17）  3-D Ground-Based Imaging Radar Based on C-Band Cross-MIMO Array and Tensor Compressive 
Sensing. [IEEE Geoscience and Remote Sensing Letters, 16 （10）,（2019）, 1585-1589]（査読あり）
W.Feng, J. Friedt, G. Nico, M.Sato
  18）  ハンドヘルド型地中レーダ ALIS における合成開口処理の最適化．［物理探査学会第141回学術講
演会 ,（2019）］
近藤智洋，菊田和孝，佐藤源之
  19）  An efficient and accurate GB-SAR imaging algorithm based on the fractional Fourier transform. 
[IEEE Transactions on Geoscience and Remote Sensing, 57（11）,（2019）, 9081-9089]（査読あり）
Lilong Zhou, Motoyuki Sato





  21）  Batch Compressive Sensing for Passive Radar Range-Doppler Map Generation. [IEEE Transactions on 
Aerospace and Electronic Systems, 55 （6）, （2019）, 3090-3102]（査読あり）
Weike Feng, Jean-Michel Fried, Grigory Cherniak, Mortoyuki Sato
  22）  Polarimetric Calibration for a Ground-based Synthetic Aperture Radar System. [Progress in 
Electromagnetics Reserch Symposium （PIERS）, （2019）]（査読あり）
Suyun Wang, Motoyuki Sato
  23）  Passive Bistatic Radar Using Digital Terrestrial Television Broadcasting Signal for Subsurface 
Target Detection.[Progress in Electromagnetics Reserch Symposium （PIERS）, （2019）]（査読あり）
Weike Feng, Jean-Michel Friedt, Suyun Wang,Hai Liu, Motoyuki Sato
  24）  Application of polarimetric information to the atmospheric phase screen compensation for GB-
SAR. [PoLin-SAR2019, （2020）]（査読あり）
Yuta Izumi, Lilong Zou, Kazutaka Kikuta, Motoyuki Sato
  25）  A Monostatic/Bistatic Ground-Based Synthetic Aperture Radar System for Target Imaging and 2-D 
Displacement Estimation. [IEEE Geoscience and Remote Sensing Letter （Early Acess）, （2020）]（査
読あり）
Sun-Yun Wang, Weike Feng, Kazutaka Kikuta, Motoyuki Sato
  26）  地下電磁計測による社会貢献．［電子情報通信学会論文誌 , J103-C （3）, （2020）, 196-193]（査
読あり）
佐藤源之
総説・解説記事（2019 年4 月～ 2020 年3 月）
　1）　IGARSS 2019 in Yokohama, Japan: Events and New Directions [ Conference Reports] . [IEEE 
Geoscience and Remote Sensing Magazine, 7（4）,（2019）, 37-48]
Akira Hirose, Ryo Natsuaki, Takuya Sakamoto, Motoyuki Sato, Ryoichi Sato, Fang Shang, Josaphat 
T.S. Sumantyo, Junichi Susaki, Kei Suwa, Takeo Tadono, Kazunori Takahashi, Motofumi Arii, 
Kuniaki Uto, Manabu Watanabe, Hiroyoshi Yamada, Aya Yamamoto, Naoto Yokoya, Chinatsu 
Yonezawa, Irena Hajnsek, Akira Iwasaki, Shouhei Kidera, Tsunekazu Kimura, Hiroaki Kuze, 














































⑶　馮　為可（Weike Feng）PIERS 2019、SC5. Remote Sensing, Inverse Problems, Imaging, Radar 
and Sensing 部門 Best Student Award 2nd Prize 受賞、2019年12月
⑷　王　蘇芸（Syn-Yun Wang） PIERS 2019、SC5. Remote Sensing, Inverse Problems, Imaging, Radar 


























Handheld Bistatic Subsurface Radar Using Accelerometer[PIERS 2018]
　（2018年８月１日～ 2018年８月１日）口頭（一般）
Robust Subsurface Velocity Change Detection Method with Yakumo Multistatic GPR System[IGARSS 





　1）　Dispersion Characteristics of Ultra Wideband Antennas and Their Radiation Patterns. 
[PROCEEDINGS OF 2013 URSI INTERNATIONAL SYMPOSIUM ON ELECTROMAGNETIC THEORY
（EMTS）,（2013）, 462-465]
Kazutaka Kikuta, Akira Hirose
　2）　Proposal of Compact Folded Tapered Slot Antenna for UWB. [2014 ASIA-PACIFIC MICROWAVE 
CONFERENCE（APMC）,（2014）, 37-39]
Kazutaka Kikuta, Akira Hirose
　3）　Compact Folded-Fin Tapered Slot Antenna for UWB Applications. [IEEE Antennas and Wireless 
Propagation Letters, 14,（2015）, 1192-1195]
K. Kikuta, A. Hirose
　4）　Interference Mitigation in UWB Receivers Utilizing the Differences in Direction of Arrival and 
Power Spectrum Density. [2015 ASIA-PACIFIC MICROWAVE CONFERENCE（APMC）, VOLS 1-3,
（2015）]
Kikuta Kazutaka, Hirose Akira
　5）　Programmable leaky-wave antenna with periodic J-shaped metamaterial patches. [ELECTRONICS 
LETTERS, 51（10）,（2015）, 733-734]
Luo Yong, Kikuta Kazutaka, Han Zhengli, Takahashi Takuya, Hirose Akira, Toshiyoshi Hiroshi
　6）　Narrowband Interference Mitigation in UWB Systems Utilizing Frequency Dependence of Null 
Formation in Array Antennas. [IEEE Access, 4,（2016）, 8715-8720]
Kazutaka Kikuta, Akira Hirose
　7）　High Precision Direction-of-Arrival Estimation for Wideband Signals in Environment with 
Interference Based on Complex-Valued Neural Networks. [NEURAL INFORMATION PROCESSING, 
ICONIP 2016, PT II, 9948,（2016）, 620-626]
Kazutaka Kikuta, Akira Hirose
　8）　An Active Metamaterial Antenna With MEMS-Modulated Scanning Radiation Beams. [IEEE 
Electron Device Letters, 37（7）,（2016）, 920-923]
Y. Luo, K. Kikuta, Z. Han, T. Takahashi, A. Hirose, H. Toshiyoshi
　9）　Narrowband Interference Mitigation in Angle-Frequency Direct Product Domain in UWB 
Receivers. [2016 INTERNATIONAL SYMPOSIUM ON ANTENNAS AND PROPAGATION（ISAP）,
（2016）, 502-503]
Kazutaka Kikuta, Akira Hirose
  10）  A Metamaterial Antenna with Programmable Spatial and Transient Radiation Beams by Using 
Monolithically Integrated RF-MEMS Switches. [IEEJ Transactions on Sensors and Micromachines, 
138,（2018）, 106-111]
Luo, Yong, Kikuta, Kazutaka, Takahashi, Takuya, Hirose, Akira, Toshiyoshi, Hiroshi
  11）  Low- cost passive bistatic radar system for moving target detection. ［第43 回リモートセンシング
シンポジウム ,（2018）］
佐藤源之
  12）  Direction-of-Arrival Estimation of Ultra-Wideband Signals in Narrowband Interference Environment 




Kazutaka Kikuta, Akira Hirose
  13）  Iterative Atmospheric Phase Screen Compensation for Near-Real-Time Ground-Based InSAR 
Measurements Over a Mountainous Slope. [IEEE Transactions on Geoscience and Remote 
Sensing,（2020）, 1-14]
Yuta Izumi, Lilong Zou, Kazutaka Kikuta, Motoyuki Sato
  14）  A Monostatic/Bistatic Ground-Based Synthetic Aperture Radar System for Target Imaging and 
2-D Displacement Estimation. [IEEE Geoscience and Remote Sensing Letters,（2020）]
Suyun Wang, Weike Feng, Kazutaka Kikuta, Motoyuki Sato
本年度の研究成果の研究史上の意義・新知見など
2019年度は、引き続き地中レーダの計測と解析に関する研究を行った。研究室で開発した地雷探
知機 ALIS について、新たなイメージング手法を提案・適用した。ALIS は金属探知機と地中レーダの
２種類のセンサが搭載されており、地中レーダは地雷の形状のイメージングに利用する。今回、地中










































































Practical use of night soil in Japan : The Osaka area’s history[Joint Conference on the History of 






































































































































































































The Association for the Study of Death and Society，「宗教と社会」学会，日本宗教学会，日本社会学会，






Commemorations of the 2004 Tsunami by the religious minorities in Banda Aceh[The Practicalities 
and Ethics of Dealing with Disaster Remains and Cultural Heritage]










　1）　Religio-cultural Pluralism in Southeast Asia: Inter-communion, Localization, Syncretisation 
and Conflict. Edited by Nabil Chang-Kuan Lin（執筆担当部分）Theodicy of Tsunami: A Study of 
Commemoration in Aceh, Indonesia.. ［Center for Multi-cultural Studies, National Cheng Kung 
University,（2019）７月］




　1）　Three-dimensional Measurement for the Revitalization of Intangible Cultural Properties after 

































































































アハメド  アンワー  セイド  アブデルハミード




　1）　A new compact dual-band wireless power transfer system using interlaced resonators. [IEEE 
Microwave and Wireless Components Letters, 29（7）,（2019）, 498-500]（査読あり）
Ramy Sharaf, Adel B Abdel-Rahman, Anwer S Abd El-Hameed, Adel Barakat, Sherif Hekal, Ahmed 
Allam
　2）　Compact Trible-band Microstrip BPF Utilizing Interdigital-coupled Lines Feeding Structure. [2019 
PhotonIcs & Electromagnetics Research Symposium-Spring（PIERS-Spring）,（2019）, 3878-
3882]（査読あり）
Mahmoud Abd El-Aziz, Anwer S Abd El-Hameed, Ashraf S Mohra, Amr A Awamry
　3）　Miniaturized triple band-notched quasi-self complementary fractal antenna with improved 
characteristics for UWB applications. [AEU-International Journal of Electronics and 
Communications, 108,（2019）, 163-171]（査読あり）
Anwer S. Abd El-Hameed, MG Wahab, Ayman Elboushi, Marwa S Elpeltagy
　4）　Design of MIMO Antenna Array for GB-SAR. [IEICE, 119（120）,（2019）, 95-100]
Anwer S. Abd El-Hameed, Yuya Akiyama, Motoyuki Sato
　5）　Application of Cross -Bowtie Antenna to Detection of Buried Pipes by GPR. [IEICE,（2019）]（査
読あり）
Noha Ismail, Anwer S. Abd El-Hameed, Motoyuki Sato
本年度の研究成果の研究史上の意義・新知見など
⑴　GPR
In this year, we developed a new GPR system operating below 20MHz has the ability to penetrate 
long distances. The developed system is utilizing to make electromagnetic survey for the great Giza 
Pyramid located in Giza, Egypt to validate existence of a hidden chamber which discovered few years 
ago using muon radiography technology. One of the most important and challenging part of the 
radar system is the transmitting and receiving antennas because the size of the antenna is reversely 
proportion to the electrical wavelength of the operating frequency. So, a new antenna system is 
developed in order to overcome this issue. Synchronization between Tx and Rx is accomplished using 
optical link. Our proposed system has been verified in Sato-lab by multi-offset measurements on air 
and showed very good results. On December 29, 2019 we visited Egypt to test our system at the 
real site. The facilities brought from Japan to Egypt then assembled in Egypt. The system showed 
distinctive performance as we could success for first time to transmit and receive radar signal 
inside great pyramid between King and Queen chamber. In the future, we are planning to use same 
developed radar system to scan all the pyramid structure aiming to remove the vague about many 




We evolved MIMO radar type GB-SAR landslide monitoring technology to fundamentally solve 
the drawbacks of conventional GB-SAR devices with mechanically movable parts. The proposed 
MIMO GB-SAR prototype is implemented and installed in Sato-lab and showed stable monitoring 
performance [1]. 
References:
　１．A. S. Abd El-Hameed, Y. AKIYAMA, M. SATO, “MIMO Antenna Array for GB-SAR,” ICIEC, Antennas 









Comparative seascape genetics revealed contrasting genetic architecture and habitat preferences 
between co-distributed closely related marine species.[World Congress of Malacology 2019]
　（2019年８月～ 2019年８月 , California, USA）口頭（一般）
Morphotypes and phylogeny of the marine gastropoda genus Tegula in East Asia.[International 
Seminar on Biodiversity and Evolution of Mollusks.]
　（2019年９月～ 2019年９月）口頭（一般）
Comparative seascape genetics revealed contrasting genetic structure and habitat preferences 
between codistributed closely related marine species[The Fourth Asian Marine Biology Symposium]
　（2019年11月～ 2019年11月）口頭（一般）
研究論文（2019年４月～ 2020年３月）
　1）　First record of the slug species Semperula wallacei （Gastropoda: Eupulmonata: Veronicellidae）in 
Japan.. [BioInvasions Records, 8 （2）, （2019）, 258-265]（査読あり）
Hirano, T, Yamazaki, D, Uchida, S, Saito, T, Chiba, S
　2）　Relationship between contrasting morphotypes and the phylogeny of the marine gastropod 
genus Tegula in East Asia.. [Journal of Molluscan Studies, 85, （2019）, 24-34]（査読あり）













2019年度は査読付き英文誌において、主著論文１本（Yamazaki et al., 2019, Journal of Molluscan 
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　4）　著書紹介：永久凍土と文化。地球温暖化とロシア連邦サハ共和国［ヤクーチア］ロシア語．［東
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